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シンポジウム 

 未来に向けた川とまちづくり－川湊 石巻の歴史と発展－ 
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            石巻専修大学        非常勤講師   佐々木淳 氏 

４．報告 

  ●「旧北上川かわまちづくりの進捗状況」 

      北上川下流河川事務所 所長    高橋政則 氏 

～～～～～～～～～～～～～～～ 

５．パネルディスカッション 
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   パネリスト 

     ・新潟市都市政策部       次長, 
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 川村孫兵衛らによる川の付け替えにより河川舟運が発展。川湊として江戸時代から栄えた石巻。 

石巻発展の歴史を振返りながら、東日本大震災からの復興に向けて進む「かわまちづくり」を学び、未

来に向けた川とまちづくり、そして流域との繋がりを考える。 
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皆さん、こんにちは。 
  北上川「流域圏」フォーラム実行委員会の委員

長をしております平山と申します。 
 このたびは北上川の玄関、石巻でシンポジウム

を開催することができまして、大変うれしく、ま

た、ありがたく思っております。熱心な皆様のお

集まりに本当に感謝をしているところでござい

ます。 
 皆さんご存じのように、北上川は北から南に真

っすぐ太平洋に注いでおりますが、その澪筋は、

東京に至る最短のルートでございまして、舟運の

時代が道路や鉄道にかわった後もそのルートは

変わらないで交通路が維持されてまいりまして、

舟運の時代にできました強固なネットワークは

今も脈々と維持されているところでございます。

流域社会にとってこの一体感、そして石巻がその

玄関口であるということは、上流に住む我々が本

当に強く思っているということをまずご理解を

いただきたいと思います。 
 北上川「流域圏」フォーラムという実行委員会

は、この北上川流域社会が歴史の中で育んできた、

北上川が持っている固有の一体感、人のネットワ

ーク、そういうものを生かしながら、災害や広域

の観光やら、そういうものに何かお役に立てない

かということで集まったグループでございます。

市民団体を主体としておりますが、宮城県、岩手

県、そして国の事務所などが一体となって官民連

携の活動を続けている任意団体でございます。３

年前から年に１回北上の展勝地で北上川流域圏

推進交流会議を開催しまして、民間団体からいろ

いろな活動の発表をいただいたり、行政との意見

交換、あるいはホームページを運用しまして情報

の共有を図っているところでございます。 
 そういう場を提供しているのがこの会ですが、

そういう活動のほかに、本日のようなシンポジウ

ムを各地で開催しておりまして、各地の皆様と一

緒に北上川のことを考えてみましょうという投

げかけをさせていただいているところでござい

ます。 
 今回のシンポジウムでは、先ほどお話ございま

したように、東日本大震災で大きな被害を受けま

したこの石巻、そして大きな決断をされて、今新

しいまちづくりに専念されているところでござ

いますが、そういうところで開催させていただく

のは、大変我々にとってもやりがいがあることで

ございます。我々が持っている情報、そして先進

地域の知恵をご紹介させていただきまして、流域

全体で何か石巻をサポートできる仕組みができ

ないのかということを考える機会にさせていた

だきたいと思っておりますので、どうぞよろしく

お願いしたいと思います。 
 きょうは基調講演、歴史解説、報告に続きまし

て、パネルディスカッションを行います。 
 基調講演では、新潟市内を流れております信濃

川、これは大きな堤防、やすらぎ堤という堤防が

ございますが、そこでミズベリングプロジェクト

を展開しております、また、その総指揮にあたっ

ておられます新潟市の都市政策部の次長でござ

います鈴木浩信様から、水辺活性化の取り組みの

先進的なお話をまずお伺いしたいと思います。 

主催者あいさつ 
北上川「流域圏」フォーラム実行委員会 

 委員長 平山健一 
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 次に、石巻の新しいまちづくりのイメージ、こ

れは多分川湊ということだと、歴史ということだ

と思いますが、その発展の過程、歴史ですね。そ

れを石巻市教育委員会の複合文化施設の開設準

備室の室長をやっておられます佐々木淳先生に

お話をいただきたいと思います。 
 続きまして、報告でございますが、国土交通省

東北地方整備局の北上川下流河川事務所の所長、

高橋政則様から現状をお話いただくことになっ

ております。 
 その後に続きまして、パネルディスカッション

では、ご講演をいただきました鈴木様、高橋所長

にもご参加をいただき、加えて石巻専修大学の准

教授の庄子真岐先生、一般社団法人石巻観光協会

の会長でございます後藤宗徳様、株式会社街づく

りまんぼうまちづくり事業部課長の苅谷智大様、

「北上川に舟っこを運行する盛岡の会」の事務局

長阿部 優様にご参加をいただくことにしてお

ります。 
 新潟よりはるばるおいでいただきました鈴木

様はじめ、お話をいただく皆様には、大変お忙し

いところ参加いただきまして、本当にありがとう

ございます。会場の皆様ともども、本日の議論を

ぜひ盛り上げていただきたいとお願い申し上げ

る所存です。 
 また、本日は石巻専修大学の学生さんも何人か

お見えになっているということでございますの

で、この石巻の昔、そして現在の動いている姿を

理解しながら、未来に向かってまちづくりの力強

い戦力に育ってほしいものだと期待をしている

ところでございます。 
 また、最後になりましたが、当シンポジウムの

開催にあたりましては、一般社団法人東北地域づ

くり協会様、国土交通省北上川下流工事事務所様、

石巻市役所様、石巻観光協会様、そして石巻専修

大学様に大変お世話になっております。また、そ

の他の皆様の多大のご支援をいただいて開催さ

れるものでございまして、この場をかりてお礼を

申し上げ、開会にあたってのご挨拶にかえさせて

いただきます。よろしくお願いします。 
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皆さん、こんにちは。ご紹介いただきました斎

藤正美です。 
 ネットを見て参加したいと思って来たんです

が、こうしてご挨拶をする機会をいただきまし

て、大変ありがたく思います。 
 本日のシンポジウム「未来に向けた川とまちづ

くり－川湊・石巻の歴史と発展－」、こうして開

催されますこと、元岩手大学の学長先生でありま

す平山先生が委員長で主催されるということ、本

当にもったいないというか、石巻にとってありが

たいなと思って今も伺っておりました。それか

ら、基調講演、さらにはパネリストの諸先生方、

きょうは本当にご苦労さまでございます。 
 私は、石巻で生まれ育ち、石巻でこうして住ま

わせていただいて、あの東日本大震災、本当にい

ろいろな思いを今もしておりますが、その中で

口々に言うのが、復興をただの復旧・復興にとど

まることなく、さらにという話をよくされるわけ

でございますが、その中で私は特に強調したいの

は、高橋所長さんはじめ皆さん方のおかげをもち

まして、石巻のこの地域の北上川の復旧・復興が

単なる復旧にとどまらず、さらに先を見据えたま

ちづくりに一生懸命頑張っていただいていること

を、私は石巻市民の一人として大変ありがたく心

強く感じているわけでございますが、本日きょう

ご出席している皆様も同じではないかなと思って

おります。 
 私は、北上川を見ながら育ったものですから普

通なんですが、これだけの大河というものはあり

がたい。そして、私が青年会議所時代に、きょう

は後藤会長さん、理事長経験者ですが、私は万年

ヒラでございましたけれども、それでも北上川の

源流を探る会といって、小学校５・６年生を対象

に１泊２日で青年会議所の行事として行ったのを

今でも鮮明に覚えている次第であります。 
 ですから、これからはこういうシンポジウムを

一つの契機といたしまして、北上川でつながる交

流、各市町との交流、こういうのも大きく育てて

いきたいなと私は思っておりますので、平山先生

にはそういう意味でいろいろとご指導いただき、

きょうお集まりの皆さんとともに歩んでいきたい

と思います。 
 この石巻、北上川を生かしたまちづくりをしっ

かりと皆さんとともに進めていきたいと思いま

すので、きょうのシンポジウム、有意義になりま

すように、そしてまた、この関係者の皆さんのご

健勝をお祈り申し上げまして、はなはだ僭越では

ございますが、一言の挨拶とさせていただきます。

本日は皆さん本当にご苦労さまです。ありがとう

ございました。 
 
 
 
 

 

あいさつ  

宮城県議会議員 斎藤正美先生 
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皆さん、こんにちは。 
 ただいまご紹介にありました新潟市都市政策部、

いわゆるまちづくりを所管しておりますまちづく

り推進課長の鈴木でございます。 

 今、皆さんのご紹介のほうでは、都市政策部次

長とか、ミズベリング統括なんて、すごいえらい

肩書きをいただいているんですが、自己紹介あり

ますように、私、１９６６年、ひのえうまという方

がわかるかな。６６年生まれでございます。８９

年、平成元年になりますが、市役所に入庁して以

来、下水道、土木、それから都市計画、一個前は都

市計画の課長をやらせていただきました。２０１

５年からまちづくり推進課長、今は兼務という形

になっていますが、やらせていただいております。 

 まず、きょうのこの基調講演というところの中

で、新潟市の信濃川の取り組みというところで、

まず何でまちづくり推進課というところがかかわ

っているのかを若干触れさせていただきます。 

 
 まず、私どもまちづくり推進課の課の使命とし

てミッション的なものは、基本的には、市民の皆

様方の活動を支援をしていく。また、民間企業の

方が新しいまちづくりをやろうとしているものに、

何かお手伝いをしていく。この本来新潟市がやる

べきこともあるんでしょうけれども、そこは民間

の方がこうしたいという部分は何とか、荒っぽい

言い方をしますと、何かねじ曲げてでも何か皆さ

んの努力なりを酌んで一緒にしたいなというとこ

ろが、この仕事の職務です。 
 その中で、主な業務というと、堅い名前になっ

ていますが、市街地整備、いわゆる再開発事業で

すとか、区画整理事業というものの認可というと

ころで持っています。ただ、事業主体は全て組合

ですとか、個人施工という形になっていますので、

基本的には許認可の順番があります。 
 それからもう一つ、都市デザインという格好い

基調講演 「信濃川における水辺活性化の取り組み」 

      ～ミズベリング信濃川やすらぎ堤～ 

新潟市都市政策部次長 

まちづくり推進課長  鈴木浩信氏 



~ 5 ~ 
 

い名前がついていますけれども、そんな格好よく

ないんですよ。景観のルールですとか、屋外広告

物の規模がどうだとかという部分を協議をすると

いうよりは、いろいろなところで相談をしておき

ながら、ちょっと工夫をしたことによって、調和

のとれた風景になりますよねというような景観行

政もかかわってございますし、また、町なかの活

性化、これはどこの地方都市もみんなそうです。

新潟市、政令市になっても、やはり人口減少はな

ってきますし、町なか、中心部の衰退も進んでい

ます。そんな中で、やはり本来賑わうべきところ

が賑わなければ、都市全体の活力にはならないと

いうことで、どこの都市も町なかの活性化という

ところでくくっているわけでございますが、今回

ご紹介申し上げます信濃川やすらぎ堤のミズベリ

ングというものにつきましては、いわゆる町なか

というそのど真ん中にある河川空間を、この一番

最初にご紹介しました市民の皆さん、市民の方々

があそこで何かをしたいというものについて、こ

れは町なかの活性化にかこつけて一緒にできるん

じゃないかというところが、今回皆様方にご紹介

できるような事例として提起したところでござい

ます。 

 
 まず、新潟市のご紹介をさせてください。 
 政令市になりました。政令市になって平成１７

年ですね、周りの１３市町村と合併をして新潟市、

また、政令市という形にならせていただいたもの

でございます。一個前の国勢調査の段階では、人

口が８１万人というところまでいったところでご

ざいますが、直近の住民基本台帳関係を見てくる

と、８０万を切っているときもあるというところ

で、やはりちょっと衰退の糸が出てきてるかと思

ってございます。 
 新潟市の特徴、日本海側というところもありま

すが、何と言ってもこの緑色で塗られていますこ

こ、ほぼ水田、農地でございます。海岸線に約５０

キロとかね。奥行きとして２５キロという形なの

で、厚い部分もありますが、ほぼ平らです。ここに

１カ所、ちょっと山という部分があっても、山な

んて言ったって、たかだか６３４メートルの山し

かありませんので、丘か何か遙かにあるなぐらい

の滑りです。あとは全部平らです。ですので、水田

の面積もおかげさまで全国１位ですし、あとお米

関係も１位、それから農業生産額というのも全国

４位という部分での都市の成り立ちでございます。 
 次に、ちょっと簡単に新潟市の生い立ちの説明

をさせていただきます。 

 新潟市なんて言うのは明治に入ってからですが、

その前までは信濃川の河口にたまった砂という形

であったものを、ちょうどもともとはこの海岸の

ほうにあった新潟の町並みを、堆積した土砂が川
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を埋めたことによって、町ごとよっこいしょと下

に持ってきました。下に持ってきて、ここ上がっ

てきたところについては、松林というような状態

で、防砂林という形で今ございますし、町なかご

とそのまま移転をしてきたということで、やはり

どうしても川の砂と、それから海岸の砂とたまっ

て、ちょっと地形も若干変わったりしてきます。

後半になってきて、ちゃんと今の新潟市の形には

なってきておるんですが、北前船の関係で入港し

てきた船をこの信濃川及び、ここ阿賀野川という

河川がありまして、これ会津とか福島のほうに行

っている川になりますけれども、それを使いなが

ら農作物を運び出して、西門周りをして出してい

たというようなところでございます。 

 
 これ、江戸時代、それから北前船の主要地とい

う形で、新潟市も石巻同様、川湊として発達して

います。やはりどうしても堆積によって浅くなっ

てしまうので、２４時間浚渫はしてございますし、

また、大型のコンテナ関係は、ここの場所でなく、

もっと北側のほうのところに東港という港をつく

りまして、そこが主に貨物の港という形で、ここ

は川湊だった商業港としての名残がほぼあるだけ

の港になっています。 
 
 

 
 一方、信濃川沿いにありましたこの西堀、東堀

という堀という名前がついているんですが、ここ

一番堀もありますが、全部ここ碁盤の目のように

堀がめぐらさせておりまして、入港してきた産物

をこの堀を使って荷物をおろすと。ここは京都と、

それから新橋と、それから新潟という形で三大花

街と言われたくらいにぎやかだったときがあるん

ですが、そこが華やかになったことも、その北前

船のおかげで港町として発展をしてきたというと

ころの経緯がございます。 
 それで、いよいよ信濃川とやすらぎ堤緑地のお

話をさせていただきます。 

 
 まず、信濃川でございます。信濃川、日本一の長

さを誇る川でございまして、源流は長野県、長野

県にいるときは千曲川という名前になっておりま



~ 7 ~ 
 

すが、新潟県に入ってきて信濃川という名前に変

わってございます。延長は３６７キロ、流域面積

も１万１，９００ということで、ほぼ日本で３番

目の流域だとネットでは書いてありました。 
 この青で塗っている部分が信濃川なんですが、

この信濃川を上流からずっと来まして、この赤く

塗られているところから新潟市に入るわけでござ

いますが、途中、ちょっと画面下のほうに大河津

分水路というところと、それから町の中に来た関

屋分水路というこの２つの分水で水量あるときに

出してもらっていますので、比較的落ちついた川

になっています。 

 
 次に、信濃川やすらぎ堤ということで、今ほど

信濃川がずっとこう流れてきて河口になってござ

いますが、ここが関屋分水路になります。真ん中

にありますこの潟みたいなのは、鳥屋野潟という、

これも１級河川の湖沼になっていまして、ほぼこ

こゼロメートル地帯です。ですので、全部の水は

一旦この鳥屋野潟というところの潟に入ってきて

しまいます。そこから強制的にこの放水路を使っ

て信濃川のほうに出しています。今、ここの排水

機場がなる前までは、ゼロメートル地帯でござい

ましたので、ここ今デンカビックスワンですとか、

エコスタジアムという野球場を建てて、ここに新

潟市民病院がございますし、アイスアリーナがあ

って、消防本部があってという形の開発を進めて

いる地区でございます。 
 ここについては、この治水、排水機場がないと

きは、田んぼも腰まで浸かって舟に乗って稲を刈

ったりというところで、地図にない沼とか言われ

ているぐらいずぶずぶの土地だったところを、排

水機場の整備によって乾田化されて、今の日本一

と言われている田んぼをつくれるぐらいになりま

したし、あと新潟駅から比較的至近距離で、４キ

ロぐらいですので、ここでワールドカップをやら

せてもらったり、新しい開発をして進んでいます。 
 今回お話しさせてもらいますやすらぎ堤という

ところで、この旧新潟町、それから南のほうにだ

んだん市街地が延びていったんですが、このちょ

うど間に挟まれたこの場所について、駅から１キ

ロちょっと、２キロないぐらいのところの距離感

でやすらぎ堤というのは位置しています。 

 この信濃川のところは、そもそもやすらぎ堤整

備事業ということで河川事業として行っていただ

いたところでございます。ここにつきましては、

洪水による被害を防ぐことに加えて、こののり面

をつくってもらって、水辺の環境を創出してもら

うということで、全国その当時初の５割勾配の軽

緩斜の堤防をつくっていただいたところでござい

ます。それが、昭和６２年から整備を進めており

まして、予算の範囲で大体一番スタートしたのが

この新潟市役所、白山公園と言われているここぐ



~ 8 ~ 
 

らいから、左岸の下流を下がっていって上流で、

左岸がほぼ終わると今度は右岸へ移って、右岸は

下流からずっとやって、今は上流の工程をやって

いるということで、進捗は全体の今８割ぐらいで

やっています。 

 
 そんな中、やはり当時として珍しかったのもあ

りますが、今までこの６０年ごろはやはりこうい

う護岸に船舶が泊まって、堤防でしたので、桜の

木は植わっていましたけれども、それを河川管理

者の方が５割勾配と平らな部分という形、緑地と

してつくっていただいたところでございます。 
 市街地側、これも石巻さんもやられていますけ

れども、盛って緑地としてこれは新潟市が整備を

して、一体的に活用を図っているというような整

備にしましたので、当然水辺のイベント数という

ものも年々増えていっていますし、また、日々の

使い方でも、桜の時期になれば、イベントがなく

ても、お弁当を持ってきてこの辺で食事をしたり

するなどの使い方が根づいてきたところでござい

ます。 
 でも、当然ここでこういう形でイベントをして

いるという間、対岸で河川の工事をしていたり、

部分的にやっているんですけれども、できたとこ

ろから皆さんが自分のところのこの緑地はどうい

う使い方ができるんだろうかみたいな形で、勝手

にと言うとおかしいですけれども、皆さんが市民

団体をはじめとして楽しみながら使ってきたとい

うのが、そもそもの原因であります。 
 次に、いよいよミズベリング信濃川やすらぎ堤

という内容にいきます。 

 まず、指定した区域の範囲につきましては、阿

賀野川の八千代橋、それから萬代橋、これは重要

文化財にもなっていますけれども、萬代橋と八千

代橋の間、延長約６００メートル、川幅約３００

メートルというこの区域の中で、約１８ヘクター

ルとありますが、水面も含めまして区域設定をい

ただきました。それが２８年の２月ですので、２

７年度末になってございますが、国からうちの市

長に直接交付していただいたところでございます。 
 ２７年度末に区域指定をもらいましたので、２

８年度です。 

 そうはいっても、区域指定をもらったから一体
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何をしようかみたいな部分は、正直なところあり

ました。当然、指定をもらう前までは、いろいろな

団体の方と活動をしていて、区域指定に挑戦しよ

うかということにしていましたけれども、まず既

存のそれぞれやっていたイベントをしている団体

が実際にありました。 
 萬代橋サンセットカフェ、これも今年で１２年

やっていますが、市と協賛で萬代橋のそばで萬代

橋を見ながらコーヒーを飲めるのが一番の贅沢だ

と。ましては、ビルの中に夕日が沈むのがおかず

になるということで、単独でやり始めたサンセッ

トカフェというところがございます。それから、

「信濃川やすらぎ堤川まつり」という名前のとこ

ろにつきましては、沿線にある放送局が５月のゴ

ールデンウイークのときに鯉のぼりを並べてフリ

ーマーケットですとか、ライブをしているような

川まつりというのが大体ここやってございます。

あと、萬代橋誕生祭、これは萬代橋、重要文化財に

なってお誕生日をみんなで祝おうよという形の団

体がございまして、そんなような団体ですとか、

まちなかアウトドア、せっかく水辺のそばであれ

ば、何かしらあのやすらぎ堤、川を使って何か遊

ぼうということで、カヌーをしたり、ちょっと泊

まったというと怒られるかもしれませんけれども、

そこで寝泊まりしてみようとか、そんなことをや

っている団体があります。それから、まちなかピ

クニックということで、ピクニックといっても、

別にお弁当からものを販売するんじゃなくて、み

んな自分で持ってきてくださいと。ただし、共通

なエアマットみたいな敷物だけはお貸ししますと。

まちなかのピクニックなので、何を持ってきてど

んなスタイルにしようかは、皆さん自由ですと。

持ってきたときに、今度事務局の方が１個１個そ

のマットのところを回って、どんなお弁当なり何

を持ってどんなピクニックをしているのかという

ものを写真でアップをして、コンテストみたいな

形をしてというところの団体がおりまして、まち

なかピクニックという団体。 
 このような既存活動している団体が実際おりま

したので、そんな人たちと一緒になって何か共通

でできないかと。いわゆるイベント単体であれば、

それこそ集客はあるんだけれども、ふだんの日常

使いはなかなかいけていないよねという部分が非

常に皆さん思っていまして、それであれば期間限

定でも何でもいいけれども、ちょっと新たな活動

者もそうですし、また、ちょっとその範囲の中で

何かをやってみませんかというところで、じゃ新

潟市はイベントでも何でもいいです、カフェでも

何でもいいです、一旦公募させてもらいました。

公募させてもらったら、やはり「いや、俺はおでん

屋をやりたい」とか、「俺はバーベキュー屋やりた

い」とか、ビアガーデンしたいとかという方がい

らっしゃいましたので、そこを公募させてもらっ

て、やすらぎにふさわしいかどうかというのはあ

るですけれども、このやすらぎ堤利用調整会議と

言われているこの外部の有識者の組織をつくりま

して、この第三者の委員会の方々から、僕がこれ

をやりたい、ドッグランをやりたいとか、何かし

たいという方を審査というか、意見をいただいた

ところで、１回目、新潟市が直接この出店する事

業者と契約を結ぶことによって、やすらぎ堤のミ

ズベリングというのをスタートしたところでござ

います。 

 これはオープニングです。オープニング、一番
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最初です。今思うと、海の家なのか、何なのか、よ

くわからない感じになっていますけれども、大体

このパラソル単位の人がここの店舗の人になった

りとか、あと若干ちょっと見にくいんですけれど

も、この堤防のこの上にも少しお店が出たりとか

して、とりあえずこんな感じでスタートしたとこ

ろでございます。 

 
 その結果、夜も１１店舗、右岸がやはりどうし

てもバスのターミナルとか商業施設が近いので、

右岸は９店舗あるんですが、左岸については２店

舗だけというそれぞれのバランスもありましたが、

そんなところからスタートしています。 
 大体新潟の梅雨明けは７月の半ばぐらいまでは

どうしても引っ張るんですが、意外に長雨が続く

ということはないので、６月１９日からスタート

した１２月２５日、これ全部この店舗が１２月２

５日いたわけでもなく、出入りとか、最終的に何

軒かが１２月までやっていたというパターンなん

ですけれども、やっていました。 
 内容は、オープンカフェ、それからバーベキュ

ー、ビアガーデンという飲食店がほとんどです。 
 
 その結果、２８年度につきましては、売り上げ

は、１人当たりの推計、客単価ですね。２，５００

円という客単価で、利用者数が約３万人あったと

ころでございます。 

 今度、実際にそのミズベリングだけの利用とい

うのは当然あれですけれども、それ以外にどうい

うふうに周りに影響があったかというのが、市の

ほうで調査した結果です。右岸の歩行、自転車、そ

れから左岸の自転車・歩行者というところを見た

中で、当然ミズベリングをやっている間について

は、歩行者もピーク時でほぼ４倍の増加もありま

すし、また、１１時から１９時までの８時間、左岸

についてもほぼ右肩上がりにいったという取り組

み効果があって、本当にお客さんがミズベリング

の後、町なかに繰り出してくれたのかどうなのか

というところまでは、ちょっと追いかけ切れてな

いんですが、だいぶ町への影響も大きかったとい

うことがここでわかったわけでございます。 

 ただし、やってみたものの、実情はやはりブル

ーシートは横にあったりとか、トリコロール柄の

パラソルがあって、何かちょっとごちゃごちゃし

た景観だなと。場合によっては、ここは何かちょ
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っと何かの小屋みたいなところのがあったりとか、

ちょっとごちゃごちゃしていて、誰か交通整理が

いるんじゃないかと。あとはやはりビアガーデン

だとか、そういうものに限定されているので、家

族で楽しむようなお店がちょっとないねと。あと、

本当に飲食しないお客さんが、普段使いでウォー

キングとかジョギングをしていたけれども、邪魔

になってしようがないと。共存ができなくなって

きた。置きっ放しなんで、芝生ってだいぶ傷みま

すねという話と、それから自分たち、おのおのが

ごみ収集のお願いをしている。何か効率悪いんで

すよねというような意見があったところでござい

ます。 
 この中で、ミズベリング全体のマネジメントと

いうのも、我々行政じゃなくて、誰かにお願いす

る必要があるのかなというところに気づいたとこ

ろでございます。 
 それで、２９年度でございます。 

 
 我々新潟市まちづくり推進課いるのですけれど

も、河川管理であります信濃川下流河川事務所さ

んから、一括で占用をいただいています。新潟市

がいただいたところをまた貸しをするということ

で、民間の方々、また、団体の方々でマネジメント

をしてくれませんかと公募しました。公募したと

ころ、５者が「ちょっといいね」という感じで参加

意向を出してくれたんですけれども、実際に事業

計画として応募していただいたのは、株式会社ス

ノーピークさんだけというところになっています。 
 ですので、新潟市のかわりに仕切ってねという

部分ですから、新潟市と使用契約のみで、金額は

発生していません。民間団体の方は、個別の出店

者を呼んできたりするわけなので、そこは民・民

の契約は発生しております。しかし、我々行政側

には、そこについては全く線を切っているという

ところでございます。要は、河川の土地でどうぞ

勝手に商売してくださいという関係にしています。

その責任でそのイベントは市が一旦全部借ります

ので、市の中で完結できるような当然内容にして

くださいというのが、具体的な契約内容にはなっ

ています。 

 
 プロポーザルにつきましても、有識者、要する

に市との契約を結ぶので、市だけが一方的に決め

るというわけにはいきませんので、有識者６名、

あと経済界の方、それから沿川の自治会の方、あ

と行政関係でありますが、その方で審査委員会を

つくりまして、この右の点、プロポーザルの視点

とございますが、企画力ですとか、それから実行

力、将来性みたいな部分を大きなカテゴリーにし

ておきながら、まず第一に新潟の市内もしくは県

内の企業にお願いしますよと。それは力がある県

外の企業を持っていたところで、やはり地元にお

金が落ちないということは問題なのかなというと
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ころで、とりあえず新潟市内・県内の企業に条件

として付してございます。 
 それから、初年度やったあの、言い方は悪いで

すけれども、雑多なというか、ごちゃごちゃした

景観を少し配慮してくれる方が欲しいなと。あと、

せっかく１年目、儲かるか儲うからないかわから

ないけれども、出てくれた出店者というのは、も

しその方がまた出たいというのであれば、ぜひ使

ってあげてよという出店者連携。あと、萬代橋と

いうせっかくのロケーションがあるので、やはり

そういうものの魅力を発信してねというところの

魅力向上ということを主な条件にしています。 
 そのほか、マネジメントはどういうふうにしま

すかとか、共有施設どんな整備してくれますかと

か、全部挙げた上で、参加表明は５名だったんで

すが、結局１社だけの公募という形になりまして、

株式会社スノーピークさん、これ新潟県の三条市

というところのアウトドアのメーカーになります

が、そこが手を挙げて契約になったというところ

でございます。 

 
 スノーピークさんです。ここにつきましては、

やはり新潟の水辺を活用して、自分の得意分野で

あるアウトドア、それから健康をテーマに、地域

に愛される全国に誇れる賑わいの場所をつくると

いうような決意のもとのプレゼンでございました。 
 果たす役割として、スノーピークさんの果たす

役割は、やはりアウトドアのデザイン、しつらえ、

それから自分たちが持っているネットワークで発

信もできますよと。それから、信濃川水辺、それか

ら萬代橋、地元の店舗・企業協力しながら何とか

やっていきますというところの部分が認めてもら

えたということになります。 

 
 スノーピークさんのコンセプトは、右岸につい

ては、背後に大規模な商業施設もありますので、

食事や団らんを楽しむエリアということで、飲食

ができるようなブースにしています。それから、

左岸については、ヘルスゾーンということで、冒

頭にお見せしました新潟の左岸というのは、新潟

島と言われてますけれども、関屋分水路と日本海

に挟まれたこういう島のような形になっていて、

やすらぎ堤を一部使って１周してランニングを楽

しむ方が結構いらっしゃるんですね。そういう方

がいらっしゃる中で、横でわいわいがやがや飲ん

でいるというよりも、むしろそういう人たちをタ

ーゲットにしたような展開にしましょうというこ

とで、このヘルスゾーンと。何か健康のスムージ

ーとか、プロテインの何かとかやったりとかして

いますけれども、ちょっといまいちでしたけれど

もね。というのを言っています。 
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 これがうちの市長です。それから、スノーピー

クの社長、これは国の信濃川下流事務所の所長で

す。この３者で握手しているということ自体で、

今ここ私新潟市を紹介していますが、やはり国の

河川事務所の方の協力というのも、一応家主さん

で、ここを賃貸とかやって、中間にいるんだけれ

ども、こういう関係の中で、ミズベリングをどこ

の店舗でも共通に動かしているというところがち

ょっと特徴なのかなと思っています。 

 これが２０１７、要するにスノーピークさんが

やられた最初の年のです。スノーピークさんが持

っています得意なテント関係、それからちょっと

小さいんですけれども、実はこれ住箱、住む箱っ

て書く住箱なんですけれども、それを持ってきて

置くことによって、何か個室感がありますよみた

いなのを売りでやっています。 その結果、雑多

化している雰囲気は、こういうテントやタープの

中での飲食と、それからここについては共通のイ

スとテーブル、いわゆるフードコートみたいなも

ので、堤防の上の店舗で買ってきたビールや食べ

ものを下までおりてきて食するというパターンで

すね。部分、部分ちょっと大きなテントとかター

プがあるところについては、バーベキューができ

るようなコンロが備えつけてあって、食材だけを

上から持ってきてそこで焼いて食べるみたいなス

タイルを基本としながらビールはこの店、つまみ

はこちらの店という感じで、どこの店舗でも使え

るような感じのつくりになっているのが初年度で

ございます。 

 これが夜の部分で、これはいわゆる新潟で言う

フジテレビ系の放送局になりますけれども、そこ

の前はやはりこのしつらえと雰囲気という形でか

なり賑わっているこういう場ができたところでご

ざいます。 
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 新潟市の直営から手が離れてスノーピークさん

がやり始めたら、店が１４になりました。期間も

短く１０月いっぱい、９月いっぱいにしました。

カフェとバーベキュー、出ているのは一緒なんで

すが、やはりちょっとイベント関係とか、フィッ

トネスだとか、そういう各種イベントも回数や参

加者も増え、利用者数は 1.1 倍ぐらいになりまし

て、７月は長雨でちょっと伸びなかったんですけ

れども、結果的に新潟市が直営でやったよりも効

果があったと。売り上げも当然スノーピークさん、

前年度並みという形の売り上げがあったので、こ

こはまずまずなんじゃないのというのが１年目の

評価でした。 
 
 これは主なイベントをやっている風景をスライ

ドで紹介します。 

 まず、ヨガです。何となく写真写りがいいので、

何か女子がいっぱい集まっているみたいな感じが

あるんですけれども、実際にやっているのはやは

り女性の方がほぼです。背後にランニングしてい

る方が何しているのみたいな感じで参加というの

もありますが、基本的には事前予約のヨガをやっ

ています。 

 今度、これは子供たちと親子でちょっと走り回

ったり、体操をしたりということのキッズワーク

アウトというイベントです。 

 これは今度、雨上がりなんですが、すごい汚れ

ていますけれども、カヌー体験教室という形です。 

 これ、スノーピークさんが得意なダッチオーブ

ンという鉄釜みたいなのがあるんですけれども、

それを使った料理を子供たちに教えていきましょ

うという講習をここでやっています。 
 次に、堤防の斜面にブルーシートで水を流して

滑り台をつくって、子供たちをそこで遊ばせると

いうキッズウォーターパークというものをやって

います。 
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 今度、これはマーケット、出店者の企画なんで

すが、マーケットイベントということで、ここは

多分ウクレレの教室だか、アンサンブルだかを体

験しているという感じのイベントをやっています。 

 これはキャンドルをつくって、夜のしつらえの

ときに子供と一緒につくりましょうというキャン

ドルワークショップをやっていました。 

 これ、エンディングという形で、写真に写ると

いうとみんな同じようなポーズをとるんですけれ

ども、いわゆる本来やっちゃいけない火を使うと

いう、その河川の区域でね。すごいことなんです

けれども、これはもう決して芝を傷めないという

ことで鉄板だとかそういうものはスノーピークさ

ん得意のツールを持ってきて、絶対監視するし、

こういうところに消化器も置くので、とりあえず

こういうしつらえをやらせてくれというたき火マ

ニアの方がいらっしゃるんでしょうね。こういう

ような焚き火ラウンジという形でたき火を開催し

て、これでグランドフィナーレというところが初

年度でございました。 

 その中で、２０１７年やってきた中で、行政の

役割というのがだんだん見えてきました。もうど

この店舗にお願いするというツールは、餅は餅屋

なので行政にそんなものはありませんから、もう

行政はインフラ整備に割り切りました。それによ

って、行政はインフラ整備ということで、まず電

源を広げましょう。給排水がなければ持ってきま

しょう。あと園路というのは、いわゆる天端の新

潟市が公園区域として持っている園路の部分があ

るんですが、そこを拡幅したことによって、出店

者が出やすい空間をつくってあげましょうと。 
これ園路ですね。あと、季節の間、３００日やそこ

らだけで、常設のトイレもあるんですけれども、

どうしてもトイレが足りないので、周りの方に迷

惑かけていますから、公衆トイレも設置しましょ

うと。これ仮設です。ということで、あとかわまち

づくり計画もつくりましたから、その中で国から

も直接このミズベリングにも整備をしていただい

ているということをここで改めて強調させてもら

いたいと思います。 
 次、市の役割、あと地域住民への周知フォロー

ということで、公共事業としてやるには必ず地域

住民への説明がいるものです。そこは民間企業と
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言われてもどういうルール、運動していいかわか

らないということになりますので、ここは新潟市

が橋渡しをして、こういうところの周知をしてお

りますし、また、あとＰＲも市で、当然今はもうＳ

ＮＳ何とかというので得意な部分はあるんですが、

逆に金のかからない新潟市の広報紙ですとか、ホ

ームページですとか、それから観光パンフレット

の中にこういうのを入れながら、何とか皆さん方

の活動は応援しますよというのが、我々の行政の

役割として線を切ってしまいました。 
 今度、民間の方については、やはりでこひこあ

るわけなので、出店者の募集、運営管理みたいな

ものをしてもらっていますし、あと独自でフェイ

スブックですとか、インスタなどで情報発信して

もらっていますし、あと出店者の方の個別のイベ

ントですとか、デザインの統一化などをしてもら

っています。 

 これは先ほど言った園路拡張です。本当はこの

半分ぐらいの園路だったものを、市街地側に広げ

て、今椅子を置いてありますけれども、椅子を取

っ払うと、ここにちょっとした出店ぐらいとか出

せるような感じになって、なおかつこの通路自体

は歩くのに支障がないという感じのしつらえをし

ています。 

 今度これ、これは排水溝の整備という、実はぽ

つんとグレーチングがあってＵ字溝があるだけな

んですよ。 
これって、ここに出店が出たときに、どうしても

給排水の管、パイプが園路を横断してしまいます。

そうすると、どうしても山になってこうあるわけ

ですよね。引っかかって転ぶなんていう方もいら

っしゃったので、それを収納できるように、新潟

市はからのＵ字側溝とグレーチングをして、どう

ぞインフラの排水管、ここに入れてくださいと整

備したのが、この設計です。これだけ頑張ってい

るんですけれども、今年はここに出店してくれた

のは誰もいませんでした。そんなことばかりです

よね。 

 今度、新潟市の支援その２です。これ、実はミズ

ベリングの区間って６００メートルあると言った

んですけれども、６００メートルのうちのほぼ５

メートル間隔で、ソーラーで充電をできるＬＥＤ

５色のフットライトを置くんですね。これが、５

色でいろいろな方向を向いていますので、こうや

って歩いていくと、赤に見えたものが、ここに来

るとちょっと青になったりとかって、点滅をして

いきながら別な色になってくるという、何かそう

いうしつらえ像です。これ、「彩り蛍」なんていう

商品にしていますけれども、これがずっとこうい

う感じでずっと沿川に続いているということを、
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ちょっと新潟市でさせてもらっています。これは

ソーラーパネルなので、通年です。 
 あと、やはりインバウンドの方いらっしゃいま

す。どんなメニューで何だか全然わからないと。

確かに多言語表記のものを用意していれば一番い

いんですけれども、多言語も多言語ってどこぐら

いのレベルまで対応していいかと非常に悩みどこ

ろなんですよ、行政は。なので、いっそのことフリ

ーＷｉ－Ｆｉを置いてしまいました。あとは、使

いたい方が、大体もうスマートフォン持っていま

すので、通訳したり、交流をしたりという形で、安

心してそこをできるように、フリーＷｉ－Ｆｉ、

これバッテリーが、バッテリーというか、ブース

がトランクケースに置いているのを３つ置けば、

多分ミズベリングエリアはフリーＷｉ－Ｆｉにで

きたというような事例をさせていただいています。 
 いよいよ今年度になりました。 

 またスノーピークさんにお願いをしています。 

 スノーピークさん、初年度からの変更点、大き

く３つあります。まず１点、最初は売り上げの８％

という歩合をピンハネしていました。ただ、ピン

ハネしていたと言っても、当然スノーピークさん

が全体のマネジメントをやるわけなので、やはり

どうしてもそれはいりますよという話なんですけ

れども、この歩合制というのがレジの一元管理が

できるわけでもないので、個店の皆さんはどうし

てもちょっと安めに売り上げましたと言ってして

いたのが、ちょっとばれちゃって、出せというこ

とで、今年からは定額制、客席単価を決めて、各店

舗希望する座席数に応じた「参加費」を毎月徴収

する方式に変更しました。 
 それから、初年度は、スノーピークの職員が直

接テントやタープを、毎回出したりをして、なお

かつ警報が鳴ったときとか、大雨の警報が鳴る、

洪水などが鳴るというときになると、３０分以内

に撤収しなきゃならない。その間、ずっとスノー

ピークが張りついていてもだめなので、出店者に

もうお任せしようじゃないかというのが、この２

番目です。 
 ３番目、さらに、どこへ行っても焼き肉と何か

バーベキューのにおいしかしないというところで、

やはり年寄りの方がちょっと離れてきまして、だ

ったら枝豆とかないと。日本酒とか、そういうも

のをちょっとあの場に出すようにしようと。その

結果、じゃあ出店者 11 社の人たちでも、何か俺ら

の独自の取り組みしようかなんていうところがち

ょっと芽生えてきたのが、主な変更点です。 
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 これが今年バージョンですね。同じようなんで

すけれども、実は画面右なんですが、ここで出店

者が自らウッドデッキのテラスをつくったんです

よ。これ、仮設なので、簡単な屋根もついています

ので、ちょっとした雨なり、団体客はここで過ご

せるんです。これが住箱と言われている、現場事

務所みたいですけれどもね。住箱というので、こ

れラーメン屋でした。団体とか使うタープなんで

すけれども、大体飲み放題でビールとか何とかと

いうときに、定員さんがここを走ってきたりとか、

我々が使っている側が走ってくるって、結構大変

なんですから。なので、実はここ、ビールサーバー

があるテントが１個あるんです。なので、ビール

ジョッキを持っていって、このテントのどこかへ

行くと、ビールサーバーとか、ハイボールとかあ

るところを自分でガーっとやって、またこう帰っ

てくるというパターンにして、飲み放題コースと

いうのを増やしていました。 
 これは今度、出店者企画です。もう絵面はあれ

なんですけれども、いわゆる出店者の個店がここ

で結婚式をしてみたいと。という人たちもいたの

で、「おお、おもしろいじゃないか」という形、こ

こで結婚式をしていました。 
 これは今度、潟コンです。潟コンって、いわゆる

婚活パーティーのことですね。 

 その結果、一番下、３０年の表ですけれども、利

用者数も、もう今年猛暑にもかかわらず、かなり

利用も伸びましたし、９月に入ったここのところ

についてはちょっと台風の影響があったかなとい

う形で、結局３万４，０００人ぐらいを確保しま

したし、利用者についても、８，０００万超ぐらい

ですかね。８，５００万ぐらいの売り上げがあっ

たという形の速報が出ています。 
 

 今後の展開です。 
 直営で１年間やってみて、新潟市がだめだ、プ

ロに任せようということにして、今２年が終わり

ました。２年が終わって、いよいよ来年３年目に

なってくるんですけれども、ちょっと新潟市の負

担、関わり方も少なくしていきたいなと。最終的

には、完全に民間主体でここをお任せできればと

いうところのロードムービーじゃないけれども、

始まったところでございます。 
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 今、ミズベリング、この区域だけをやっている

んですけれども、やはり水辺と言われる継続性と

か一体性を考えると、下流、これ今度港湾区域に

なるんですが、下流も上流も同じようなしつらえ

をしています。そんなところに拡大していく、皆

さん方の機運が盛り上がればという形なんですが、

この港のところについては、来年の１月で新潟市

開港１５０周年になるということで、今年、結構

港関係に賑わっていたんです。そんなのを含めま

して、このミズベリング、ミズベリングという名

前ではもうないかもしれませんが、水辺の賑わい

というところで、ちょっとこちらの部分をやって

いこうじゃないかというところが、今後の展開と

してきました。 
 

 ここは、萬代橋よりも下流、この画面の後ろが

もう海という形になっていますけれども、ここで

社会実験として、当初サンセットカフェと私冒頭

に説明しました１２年個人でやっているサンセッ

トカフェがいよいよ港湾区域に進出をして、こう

いうふうになってやっています。 
 

 かつて港湾の緑地に、転落防止柵があるんです

けれども、そこにＬＥＤのチューブを全部縦に並

べて、プログラム制御で文字をばらばらと動くよ

うな感じでできるというのを、今年ちょっとにぎ

やかにしてやってみました。これはたまたま「Ｗ

ＥＬＣＯＭＥ ＮＩＩＧＡＴＡ」にしていまして、

プログラムなので、対岸からはちゃんと、反対の

文字でまた流れることも可能ですし、この前新潟

マラソンがあったんですが、そのときも「熱くな

れ にいがた」みたいな感じで、いろいろなメッ

セージをここで送れるということを少し味を占め

てしまいましたので、ちょっと来年そこで金儲け

をしようかななんて思っています。結局、協賛金

という形で誰かからお金をもらえれば、丸々市費

としてこのにぎやかしをしなくても、みんなの資

金、みんなの周りでやはりにぎやかしがなればみ
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たいなところで頑張っています。 
 これが文字じゃないわけです。レインボーにす

ると、まあやっているわりには誰もいないんです

よね。 

 個人的な感想になります。いわゆる水辺の活用、

まちづくりも何でもそうですけれども、いわゆる

背後の建物も違いますし、今向き合う河川とか港

とかという立ち位置とか、幅とか、使い空間とい

うのはどこもみんな違うんですよ。みんな違う中

で、自分たちの使い方はこういうことがいいよね

という、まずその○○スタイルというのをまず共

有してみましょうと。新潟の場合は、やはり町な

かにあるというところで、駐車場も別にありませ

んし、トイレも点々しかないんだけれども、けれ

どもここに来たらこういうことがあるよねという

ような部分をみんなで共有していけば、「いや、今

度俺、あれもしたい、これもしたい」なんていうこ

とは、幅が出なくなるのかなと思います。これは

まだ新潟市やすらぎ堤スタイル、まだ共有できて

いません。そういうのが必要だとは思っています

けれども、まだそこまでは至っていません。 
 次に、２つ目になります。 
 これも結構大事なことで、市民の皆さんにとっ

ては、ここの管理が国だとか、ここの管理は市だ

とか、そんなの関係ないんですよ。水際という観

点から。であれば、そんなの別に何か、ここで何か

をしたいという空間で、管理者によってあっち行

けこっち行けというのがないので、そんな部分は

みんなの水辺だという共有をしていって、誰かが

窓口なり、誰かが一本で、じゃとりあえずそこで

話を聞きましょうみたいなところができると、い

ろいろなところ、ルートを使って話が進められる

のかなと思います。 
 あともう１つ、３番目なんですけれども、これ

結構大事だと思うんですけれども、とりあえずや

ってみるんですよ。条例とか何とかなければ、と

りあえず社会実験でも何でもいいので、とりあえ

ずやってみるという心意気に賛同してもらえる、

業界でもいいですし、仲間でもいいですし、先輩

でもいいし、後輩でもいいんです。とにかく、ちょ

っとの距離でもいいんですが、やってみるという

ことが、やらないとわからないですし、やるため

の整理をしていくだけで、どんどん鮮度が悪くな

るんです、こういうのは。 
 なので、やれるためには何があるかという部分

を迅速に話をする、考えたほうが、やる側も多分

楽しいと思いますし、という感じがします。 
 以上でございました。 
 これ、何かすごく賑わっているでしょう。これ、

今年行われた開港１５０周年のイベントでブルー

インパルスが来て、たまたま人が集まったような

ので、普段から見るとこんなに人がいるわけじゃ

ないですよ。 
 すみません。時間ちょっと延びちゃったかもし

れませんけれども、以上で紹介を終わらせていた

だきます。どうもありがとうございました。（拍手） 
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どうも、こんにちは。佐々木です。よろしくお願

いします。 
 私ね、肩パット入っている服というのはあまり

着たくないので、ほとんどの登壇者がちゃんとス

ーツとかブレザー着ているんですけれども、ちょ

っとこういう格好で勘弁してください。ネクタイ

だけはしてきましたので、よろしくお願いしたい

と思います。 
 では、３０分ほど、１４時３５分までというこ

とで、腕時計持っていないので、ここにｉＰａｄ

を置いて、時計を見ながらちょっとお話ししてみ

たいと思います。 

 「川湊石巻の歴史」というテーマです。 

 はじめにということで、何項目か書きましたけ

れども、石巻が湊として機能し出したというのは

いつなのかというと、ちょっとよくわからないと。

遅くとも平泉藤原氏の時代、１１世紀くらいから

は恐らく湊としては機能していただろうというこ

とです。 
 ただし、江戸時代の初めに北上川の改修があり

まして、その結果、物資の集散地として大きく発

展したと考えられるということです。 
 この北上川改修によって発展したという理由は、

流路が安定する。上流との水運の便が開ける。そ

れから、流域の開発が進み、大量の米穀の流通が

始まったというようなことが要因として考えられ

るということです。 
 これから短い時間ですけれども、古代から湊の

歴史と北上川改修をちょっと探ってみようと。そ

れから、石巻は川湊というテーマですけれども、

海の湊でございまして、私が実は専門が江戸時代

の歴史の研究でございますので、ちょっと江戸と

の航路につきまして、時間がありましたら、まあ

まあ最新の研究結果をもとに考えてみるというこ

とでやりたいと思います。 

歴史解説 「川湊 石巻の歴史」 
石巻市教育委員会複合文化施設開設準備室室長         
石巻専修大学非常勤講師      佐々木 淳氏 
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 古代の川湊。石巻は、三陸道のちょうど石巻河

南インターのちょっと北のところに、新金沼遺跡

というのがあるんですよ。今のニトリのあたりと

かですかね。そこに実は東海系、愛知県とか静岡

県とか、そういうところの系統を持った土器が出

土しました。同じ遺跡の中から、今度は北海道系

の土器、続縄文と言うんですけれども、縄文土器

の後に続く土器が同時に出土しています。同じ遺

跡から。ひょっとすると、この蛇田の、新金沼遺跡

というのは、南北の交流の拠点だったという可能

性があるのかなと。文字で書いたものが何も残っ

ていないので、クエスチョンマークつけておきま

したけれども、多分そうだったろうなと私は思っ

ています。 
 それからちょっと時代が進んで奈良時代ぐらい

になりますと、陸奥国牡鹿郡において、大河をま

たぎ、峻嶺をしのぎ、桃生柵をつくるとありまし

て、桃生城というのが、これは過ぎて次のインタ

ーのちょっと先あたりのところの西側に、桃生城

という、奈良のほうの連中の出城がつくられたと

いうことです。 
 もう一つ、そこからまた何百年と飛びまして平

泉藤原氏の時代、１０世紀から１２世紀なんです

が、そのころまでには湊として機能し始めていた

と。これはなぜわかるのかというと、水沼窯跡と

いうのがあるんです。 

これ、地図なんですけれども、ここ、今この辺が専

修大学ですよね。先ほど言った新金沼遺跡ってこ

の辺です。ちょうどインターのすぐ近く。桃生城

ってこの辺です。これずっと北上川ですけれども、

水沼窯跡ってこういうところにあるんですよ。旧

石巻市の稲井の水沼というところなんですが、そ

こから今の愛知県の渥美半島、渥美焼という焼き

物があるんですが、それと同じ焼き方で焼いた壺

が出ています。 
 ということは、どういうことなのかというと、

愛知県のほうから焼き物の職人が石巻に来て、こ

こで壺を焼いて、その壺はどうなったのかという

と、北上川をさかのぼって平泉で使われていたと。

水沼窯跡で焼いたと考えられている壺は、平泉か

ら破片ですけれども出土しています。ということ

で、なぜ石巻が、水沼で焼いたのかというと、恐ら

く土とか、あと窯を築く地形とか、そういうこと

があるんだとは思いますけれども、平泉とつなが

っていたということです。それから、渥美半島か

ら人が来るのに、はるばる歩くよりも、実は舟に

乗っちゃえば速いんです。ということがあって、

石巻と平泉がつながっていただろうと。それも、

焼き物を運ぶって、馬の背に乗せて運ぶなんてい

ったら、何個も運べないですね。実はこんな大き

いやつなんです。大体こういうやつ。なので、絶対

舟で運んでいるに決まっているということなんで

す。ということで、石巻は平泉藤原氏の時代から

川湊であったというのは間違いないし、海の湊で

あったということも間違いないだろうということ

です。 
 平泉ってものすごい栄えていますよね。あの金

色堂。岩手県の方はとくとご存じだと思いますけ

れども。それで、なぜ平泉が栄えることができた

のかと。ものが集まるということはどういうこと

なのかというと、それは当然世界中というと大げ

さかもしれないんですけれども、少なくとも東ア
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ジア全体、中国とか、あるいはそのころだと渤海

とか、シベリアというか、今の北朝鮮のあたりの

沿岸部とかという、あの辺からもものが来ていま

す。朝鮮半島からも来ています。あるいは、螺鈿と

かというと、貝のきれいなやつを柱に張ってあり

ますよね。あれなんか南海ですから、南の海から

来ていますから、ということは大げさに言えば世

界中からものが来る。そのものって何で運ばれた

のかというと、当然船です。平泉に大きなものを

運ぶって、奥羽山脈越えますか。越えるの大変で

すよね。じゃあ、今度例えば大船渡とか釜石あた

りから行きますかといったら、北上山地越えるの

大変ですよね。であれば、やはり石巻から船で運

ぶのが一番楽ということになるわけです。 
 というような考え方で、平泉の繁栄というのは、

石巻を外港として、発展していったんだろうとい

うことであります。可能性としては、東アジア各

地と石巻がつながっていたというふうに考えられ

ます。ただ、中継で来るんだとは思います。 
 平泉藤原氏というのは、いわゆる日本史を分け

たときに、古代と言われる奈良平安時代の終わり

から、中世と言われる鎌倉時代へのちょうど過渡

期なんですね。古代と言ってもいいし、中世と言

ってもいいような時代なんですが、中世と言われ

る鎌倉時代から戦国時代までのお話をしようと思

ったんですが、歴史的な史料というのが少ないん

ですよね。 

 わかる範囲内でちょっとだけお話ししますと、

葛西氏の所領となったと。石巻市民だと大体わか

ると思うんですが、その初代に当たる葛西清重っ

てどこどこもらったのと言われて、５郡２保とい

うふうになっています。これは鎌倉時代の文献に

出てくるので間違いないんですが、その５郡２保

ってどこなのよというと、その５郡のうち４郡２

保というのは平泉の周辺です。牡鹿郡だけ飛び地

的に与えられています。平泉藤原氏時代の外港と

しての石巻を押さえる狙いかということです。 

 これは一関市の博物館の図録から持ってきたや

つなんですけれども、ここに平泉の保って書いて

あるんですが、この辺が平泉で、あとはこの黄色

く塗ったところが葛西氏の最初にもらった所領で、

それと同時にもらったのがここの牡鹿郡というこ

となので、平泉をきちっと押さえるためには、こ

の水運でつながっている石巻、海運でつながって

いる石巻というのを押さえなきゃいけないという

ことになるんだと思います。 
 葛西氏というのは、今の東京の江戸川区、それ

から葛飾区あたりを本拠地にした御家人でして、

このころの関東の沿岸の御家人って、結構船を使

う人が多かったんですね。なので、葛西氏も恐ら

く船で往復していたということもかなりあったん

だろうということが考えられます。ただ、あまり

わからないんですよ。残っていなくて。石巻のこ

とが。葛西氏のことは出てくるんですけれども、

よくわからないということです。 
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 鎌倉時代をこんな一瞬で流しまして、南北朝時

代、後醍醐天皇とか足利尊氏とか、そういう人が

活躍する時代ですけれども、暦応元年、南朝年号

で言うと延元３年、１３３８年に、伊勢国から東

北に向かった南朝方の船があったんですね。それ

が途中暴風雨に遭ったんです。伊勢に吹き戻され

ちゃうんですけれども、ほとんどの船は。行方不

明になったときに、北畠親房という南朝方の有名

人がいるんですが、彼の書状が残っていて、どこ

に着いたのかわからないけれども、「宇多歟」、こ

れ「か」読むんですけれども、「宇多歟牡鹿」に着

いていないかというようなことが書いてあるんで

すね。宇多と言えば多分相馬、牡鹿というのは恐

らく石巻であろうというふうに言われています。

牡鹿湊を指しているということです。 
 なので、平泉藤原氏の時代から外港として恐ら

く川の港、海の港として機能していたということ

が、北畠親房の知識の中にあって、北畠親房が行

方不明になった船が「宇多歟牡鹿」に着いていな

いかなという手紙を出したというようなことです。 
 平泉周辺との間はどうなったかというと、桃生

は山内首藤という人がもらって、登米は登米氏と

いうのがもらって、本吉荘というのは多分よくわ

からないんですが、恐らく熊谷、千葉、その辺がも

らっているんだろうというふうに思っています。

なので、石巻は飛び地なんですよね。でも、葛西氏

頑張って、この辺全部やっつけて、あるいは服属

させて、こういう広い葛西の領国を形成したとい

うことになっています。 
 それから、ちなみに牡鹿郡といっても、昔は半

島は入らない。こちらは遠い島って、遠島と言っ

て、ちょっと別の区画になっていたようです。こ

このところは鎌倉時代は北条家の得宗家と言うん

ですけれども、こちらの所領になっていたんだろ

うということです。なので、鎌倉幕府が滅んだ後、

隣を持っている葛西氏が手に入れた可能性が高い

とか、そんな感じになっているんですよね。葛西

氏というのは、戦国時代までこの北上川を中心と

した広い領国、それからこちら側のリアスのほう

の海でつながった大きな領国を持っていたという

ことです。 
 その葛西氏の広い領国なんですが、北上川がそ

の物資の大動脈だったというのは、多分間違いな

いとは思うんですが、これも史料って歴史を研究

するときに絶対必要な、字で書いてある文献が残

っていなくて、ちょっとわからないということで

すが、それは間違いないだろうということです。 
 葛西氏、その後どうなったのかというと、豊臣

秀吉が東北、奥州と羽州ですね。陸奥国と出羽国

を仕置ってこの場合は罰するという意味じゃなく

て、俺の時代はこういうふうにするというような

政治的な処置のことですけれども、天正１８年、

１５９０年の奥羽仕置と、その翌年の奥羽再仕置

によりまして、葛西氏の領地と、あと大崎氏って

古川のほうの領地は、伊達政宗の領知になりまし

た。この場合、領知ということで、これ間違いじゃ

ないですからね。領知ということです。 

 ということで、伊達政宗の領知になった。この

１７世紀ですね。先ほど１５９１年に伊達政宗の

領知になったと言いましたけれども、１６世紀が

終わって１７世紀になるといったときに、全国的

に何が起きたのかというと、大きな河川を改修し

て新田を開発するということをやりました。有名
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なのは、関東の利根川を銚子に流す。それまで江

戸湾に流れていたのを銚子に流すというのを伊奈

備前忠次というのがやるんですが、仙台藩では川

村孫兵衛がやったと言われる北上川の改修をする

ということになります。その結果、最初冒頭でも

言いましたけれども、河川、北上川の河川舟運と

東回りの航路の結節点となり、物資の集散地とし

て大きく発展したということになると思います。 

きょうこの話メーンじゃなかったんですが、ちょ

っとだけお話ししますと、そちらの廊下のところ

にパネルが飾ってあって、私のこれからお話しす

るのと大分中身が違うし、あと資料で所長さんの

資料とも大分違うのですが、私の考えている北上

川の河川改修史をちょっとやってみようかと思う

んですが、実は私のオリジナルではなくて、石巻

の北側のほう、合併前の河北町というところがあ

るんですが、そこの「河北町誌下」に書いてあると

いう説が、これがちゃんと資料を出している。学

術的な根拠を出しているということで、その説に

従うべきだということです。決して私が考えた単

純なオリジナルではないということだけはちょっ

と理解していてください。 
 北上川の改修に関する諸説というのがありまし

て、昔々、明治時代ですけれども「北上川古今沿革

調」、これは戦後すぐぐらいの「宮城県史」、それか

らこれは平成になってすぐぐらいの「石巻の歴史」、

同じころ、それよりちょっと「石巻の歴史」より前

かな、「河北町誌下」と、この４つそれぞれの見解

を見てみます。 

 「北上川古今沿革調」というのは、登米市中田町

浅水から迫町森方面に云々ということで、白石で

すけれども、相模宗直が迫川への流路を締め切り

と、柳津から飯野川へ流し、迫川へ相野谷で合流

させたと。急流となったため、舟運が不便となり、

川幅が狭く、水害が多発ということで、柳津を締

め切って、猪岡短台地内でどうのこうのというふ

うになっていたということで、これからすると、

北上川河口というのは、古くは追波河口しかなか

ったと。石巻は真野川だけ流れていたのというよ

うなことになっています。 

 「宮城県史８」というのも、ちょっと時間が余り

ないので細かいことは言いませんけれども、石巻

には北上川というのは流れていなかったというよ

うな話です。 
 これが宮城県史に載っていた図ですけれども、
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こんな感じでこう流れていて、これが追波河口で、

こちらが多分石巻河口だと思うんです。 

 「石巻の歴史６」というのは、二股川という川が

北上川流路に近い形で流れていて、二股川に迫川

と北上川が上流で合流した流れが合流して石巻と

追波に流れていた云々というようなことが書いて

あって、柳津～飯野川の流路を締め切ったと。江

合川を北上川に合流させた。鹿又～石巻間の流路

を整理統合したとなる。 

 では、何かもともと流れていて、北上川という

のはこう来ていて、こちら側に二股川というのが

こう流れていたというような形です。 

 それが、江戸時代初めにこういう感じで、この

二股川というのがここから流れていたのが、北上

川と合流してこう流れたというふうになっている

ということです。 

 「河北町誌下」ですけれども、柳津と飯野川の流

路は古代～近世では流れていなかったと。これが

一番重要な話なんですね。何でそうなのかという

と、その今の北上川が流れているところのすぐそ

ばに終末期古墳があったということで、もしそこ

が長期間川が流れていれば、ちょっとした増水の

ときにそんな古墳なんて流されちゃっているよね

ということです。それから、柳津、実は今の柳津の

町ってすごく新しくて、明治から昭和にかけての

河川改修のときに移転したんですよ。その前の柳

津の町というのは、今北上川がちょうど二股に分

かれるところの川の底になっているんですね。そ

このところに室町時代の板碑が多分原位置を保っ

て発掘されています。それから、もうちょっとこ

れ飯野川のほうですけれども、成田足軽というの

が慶長年間に今川の底になっているあたりに住ん

でいたとか、そのときの開墾碑があったとか、あ

と松尾芭蕉が見た「心細き長沼」って「合戦谷沼」

と言うんですけれども、これは川の跡の湖じゃな

くて、河跡湖ではなくて、農業用水としてつくら

れた堤で、年１回泥さらいをしていたと。抜くと。

もともとの自然の川だと、なかなかこうはいかな

いということです。鹿又というのは川の股という

意味じゃないかということです。 
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鹿又以南は、航空写真が示す河道を流れていた

ということで、川村孫兵衛の工事は鹿又以南の流

路の付け替えではないかということです。 

 この鹿又以南の流路の付け替えというんですけ

れども、国土地理院のホームページに、１９４７

年にこの辺は米軍が航空写真撮るんです。そうす

ると、きれいに旧河道が見えるんです。これが前

の市のホームページの地図システムを頑張ってコ

ピペして私がつくったやつなんですが、こんな感

じでこう流れているんですね。ここから先がちょ

っと不明瞭なんですけれども、きれいに流れてい

て、川がある程度の期間流れると、どうしても洪

水とかで自然堤防ができるということで、ここに

集落がのるんですよね。だから、今でも地図を見

ると旧河道というのは見当がつくんです。なので、

川村孫兵衛というのは、ここを多分両方流れてい

て、こちらを締め切ってここだけにしたんじゃな

いかとか、そんなイメージだということです。 

 私がどういうふうに考えているのかというと、

昔はメーンの流れというのはちょっと実線で書い

て、今とそんなに極端に変わっていないだろうと。

この登米市の中田町あたりというのはぐちゃぐち

ゃの低湿地だったんだろうなと。それから、鹿又

あたりというのもぐちゃぐちゃの低湿地だったん

だろうというふうに考えています。ほかのところ

も大体低湿地と山だったんだろうと。やはりここ

は流れていなかったんだろうということです。 

 登米市中田付近のやはり米軍写真を見ると、こ

れが北上川なんですよ。ここの蛇行しているのは、

これが迫川ですけれども、その間に旧河道がぐじ

ゃぐじゃにいっぱいあるんですよ。本当にすごく

こういうところもこう流れている。ここにもある

というような感じで、迫川もかなりぐずぐずに流

れていますけれども、そうすると古代～中世とい

うのは、この部分というのは、やはりもうなかな

か治水できないということで、恐らく江戸時代に

なってこの辺が相模土手できちんと締め切って、

迫川もある程度流路が安定すれば、この辺が低湿

地であってもある程度開発できるようになるとい

うことと、この辺の北上川が流路が安定するとい

うことです。 
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 これが桃生付近なんですけれども、宮城県史は

ここをこう流れていって、ここをこう流れてこう

あったんじゃないかというんですけれども、どう

もこの航空写真を見ても、自然堤防もないし、古

い河道の跡もないということで、恐らく今と余り

変わらない河道を流れていた可能性が高いのかな

というふうに私は考えています。 

 これが先ほどの鹿又あたりですけれども、これ

は１９６７年、２０年後の写真ですけれども、や

はり同じように見えるということです。ここはい

わゆる蛇田ニュータウンとか、こういうところが

開発になっているというのを示したかっただけで

す。 

 ということで、江戸時代は絵図載っていますけ

れども、仙台市博物館で持っている、こんな感じ

で大体流れていたということです。 
 それで、掘るって大変なんですよ。実は。埋める

って割と楽なんです。埋めるというのはどうやる

のかというと、栗石とかこの辺だとぐり石と言う

んですけれども、それを投げ込んで土台をつくっ

て、あと土で埋めていくということなので、多分

この江合川がこう昔は今の上流だったということ、

ここを締め切る。それから、ここをこう流れてい

たのを締め切る。あと、ここも締め切るというよ

うなことをやったのが、川村孫兵衛だろうという

ことです。 

 これが現代ということです。なので、ここは明

治から昭和にかけて掘ったところです。 

 ということで、私はどういうふうに考えている

かというと、改修というのは、新河道の掘削より

も、堤防の整備とか流路の絞り込みであったとい

うことです。その結果、低湿地が利用可能な土地

になったということで、氾濫、洪水が少なくなっ
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て新田開発が可能となりました。 
 それ以前、戦国時代までは、扇状地とかという

山に近いあたりがいい場所だったんです。沖積地

の利用というのは少なかったということで、北上

川改修の結果、仙台藩の旧葛西・大崎領で大開発

が始まったと。これは全国的な傾向なんですけれ

どもね。 
 あと、舟運の便が整備されたということで、川

岸が整備されたことにより、人馬での曳舟が可能

となって、遡航が楽になった。川をさかのぼるっ

て、どうやってさかのぼるのかというと、こうや

って漕いで上るとか、川にさおを差して上るとい

うのは、すごく大変なんですよ。追い風が吹いて

いれば、何とかなるんですけれども、そうじゃな

いときはどうするのかというと、船にロープかけ

て人とか馬で川岸から引っ張るんです。それが大

分楽になったというようなことですね。 

 あと５分になっちゃったので、川村孫兵衛、い

ろいろな説がありますけれども、慶安元年に７４

歳で死んでいるので、逆算すると１５７５年生ま

れかなというようなことになっていて、近世の系

図類では、鉱山・堤防普請などによる新田開発・塩

田開発に功があったというふうに記されておりま

す。伊達政宗に召し抱えられるときに、領地でな

く荒れ地をいただければ、それを開発して耕地と

して自分の知行地にしたいということで、すごい

新田開発をしています。 
 ５００石くれると言われたんですね。なので、

自分の跡取りの娘婿分の５００石分とって、もっ

といっぱい開発した分は、別の娘、もう２人いる

んですが、そちらの婿さんたちに分けたというこ

とです。 

 川村孫兵衛が北上川改修に従事したというのは、

ずっと伝承だと言われていたんですよ。平成にな

ってからでも、川村孫兵衛重吉の云々というのは

記録がないとかとあるんですが、実はもうとっく

の昔に刊行してあるやつに、川村孫兵衛が普請奉

行であったという史料があるということです。 

 これは旧河北の針岡というところを開発したと

きに、河川改修の普請奉行には川村孫兵衛が仰せ

つけられたのでという、ここに「川除」、ちょっと

ここが虫食いで読めなかったんです。川除普請奉

行には川村孫兵衛が仰せつけられたというふうに

書いてあります。これね、許可取っていなかった

ので、きょう写真載せられませんでした。 
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 針岡というと、こういうところでね。ここ追波

河口です。十五浜というのは、雄勝。ちょっとこの

辺も十五浜だったなという気もします。 

 ということで、これが先ほどの史料です。大体

寛永元年ごろの史料とされています。 
 あと、川村孫兵衛が伊達政宗からもらったやつ

がこれです。 

 北上川水運というのはどうだったのかというと、

盛岡、黒沢尻は小繰舟という小さい舟で、黒沢尻

～石巻約１２０キロぐらいなんですが、「艜（ひら

た）」と呼ばれる３５０俵積みが主力で運ばれてい

ました。石巻には、大体米とか大豆とか農産物が

ほとんどです。黒沢尻～石巻は、３日とかという

ふうな史料もあるんですが、でもほとんどは５日

から７日です。意外にかかっています。１２０キ

ロ走る。やはり途中で水量が多いときだとすいす

いなんですが、水量が少ないと、途中ではしけを

用意しておいて、ちょっと荷物を移して喫水軽く

して越えていくと。そういうようなこともやって

いたようです。 

 あと、これは石巻の住吉に米蔵あったんですね。

今の住吉小学校とかあの辺ですけれども、こんな

感じで舟をつけて舟に板を渡して荷物担いで一旦

こういうところに置いて、それから蔵に納めたん

だろうと。何で一旦置くのかというと、恐らくこ

こで検査したんだと思います。 
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 それから、江戸廻米の開始というのが、あと２

分あるのでお話ししたいと思います。 
 年貢米と買米って、農民の余剰米を半強制的に

藩が買い取ったということで、それを江戸に送っ

て換金すると。これが仙台藩最大の財源です。最

初は江戸屋敷なんかで必要な米穀を運んだと。そ

の後、売却用の米穀を運ぶようになったと。要す

るに、江戸がものすごい発展してきたので、そこ

に米持っていって売るというのが、非常にいい商

売になったということです。１６２０年の岩手県

の水沢から江戸間での米通判というのが史料に残

る一番古いものです。これに対応する史料が、実

は千葉の銚子に残っていまして、これが２月なの

で、４月かそこらの仙台藩の米がどうのこうのと

いう史料が千葉の銚子に残されているので、恐ら

くこのとき千葉の銚子経由で、銚子といっても今

の本当の銚子の中心部じゃなくて、そこから数キ

ロ内陸部の高田というところの人たちが運んだと

いうふうに考えられるということです。 
 石巻を出航すると、よく最初那珂湊に行って、

それから銚子に行って、それから江戸に直航する

ようになった。船が小さかったので、だんだん船

が大きくなって江戸に行くようになったというん

ですけれども、どうもそうでもないでしょうとい

うことが最近の説です。 あと、ここに潮来とわ

ざわざ書いたのはなぜかというと、実は潮来が海

の港だったんです。江戸時代の初めのころは。こ

この北浦とか霞ヶ浦とか、浪逆浦というところが

あるんですが、銚子河口から入るというのは、実

はほとんどこの辺浦とつくぐらいなので、海だっ

たんですね、実質。 
内湾だったんですよ。なので、潮来が海の湊で、こ

こに仙台屋敷がずっとありました。江戸時代通じ

て。 
 ということで、石巻を出て潮来に入る。那珂湊

に入る。利根川の土砂で潮来のあたりが埋まっち

ゃってから銚子が発達すると。それから、浦賀経

由で江戸に入る。いろいろな航路があったんです。 

 これが今の地図ですけれども、ここが関宿とい

うこういうふうなんですけれども、飛ばしてくだ

さい。 
 ということで、実際に那珂湊に着いたか、銚子

に着いたか、浦賀経由で江戸に行ったかというの

は、そのときの状況次第だったということです。 
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 私の結論は。 

昔、東北新幹線ができる前は、常磐線のＬ特急

乗っても、東北本線のＬ特急乗っても、３０分く

らいしか変わらなかったんですね。常磐線のほう

がちょっと遅い。あと本数が少ないので、 
ほとんどの人は東北線乗るんですが、でもちょう

どいいのがあれば常磐線で行くということもあっ

たんです。そんなイメージなのかなと私は思って

います。 

 では、ちょっともう１つ。 
 いろいろなことがありますけれども、石巻とい

うのは東廻り航路の一番大きな湊、それと北上川

舟運の結節点で大きく繁栄していたということ

で、江戸時代の古文書の表記として「大津之所

柄」と、大きな湊であったということで、これを

レガシーにして今でも続いているのが石巻という

ところであったんだろうということです。 すみ

ません。かなり尻切れトンボになって申しわけな

いんですが、資料を読んでいただければ、私の言

いたいこともあるからわかっていただけるかなと

思います。ということで、終わりにします。 
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紹介いただきました国交省の北上川下流河川事

務所長の高橋でございます。 
皆様の貴重なお時間をいただきまして、少しご

説明させていただきます。 
先ほど佐々木先生から河川の歴史は様々な説が

あるという話がありましたけれども、私の話もこ

れが絶対だとは思っておりませんので、今後もご

指導いただければと思います。よろしくお願いし

ます。 

本日は、題目が進捗状況ということで、震災以

降、旧北上川が大きく改変をしておりますので、

現在どの様な方向を目指し、どの様な状況なのか

をご説明させていただきます。 

 冒頭、少し歴史の話に触れさせていただきま

す。先程、佐々木先生は江戸時代のことまで話さ

れましたが、明治以降の話を少し付け加える程度

でございます。１０ページ、１１ページです。こ

れは現在の話ですが、私も石巻市へ２年半前に赴

任し、北上川の改修に尽力した川村孫兵衛という

方がおられたということで、スタンプラリーを開

催し、皆様に石巻の様々な場所、歴史的な場所を

巡って貰おうと考えました。元々、陸地だった青

ヶ崎のところから河道開削するとか、諸説ある話

かもしれませんが、様々な孫兵衛が実施した工事

の足跡を巡ることができないだろうかと、企画さ

せていただき、今年も実施いたしました。 

 例えば縄張神社、これは皆さんもご存じだと思

いますが、孫兵衛が測量に使った縄が奉納されて

いる神社です。日本全国には気象神社とか、ビー

ル神社とか、様々な神社がございますが、測量の

神社というのは恐らくここだけではないかと思っ

ています。全国の測量業界の方々は、ここにお参

りに来るべきではないかと思っているところでご

ざいます。 

報告 「旧北上川かわまちづくりの進捗状況」 

国土交通省北上川下流河川事務所所長 

                     高橋政則氏 
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 先ほど佐々木先生が話された三川合流点という

のは、神取山と和淵山の間で川幅が狭くなってい

る場所です。わざと狭いところを造り、上流側を

溢れさせ、下流を水害から守るという、ある意味

ダムの様な効果を期待して北上川を整備したので

はないかと思います。ただし、何故、支川を集め

たのかというのは、舟運のために普段の水量を増

やす必要があり、西側を流れていたものを東側に

つけかえる。しかし、下流に水が多く行き過ぎて

はいけないので、わざと狭いところに合流させた

と言われています。これも治水の一つのやり方と

いうことですので、一つのスポットとして取り上

げたところです。  

本日は北上川の上下流交流ということでありま

すが、残念ながら岩手県側はスポットができてい

ません。その代わりと言っては何ですが、孫兵衛

の出身地の山口県萩市では、孫兵衛の名前がつい

たお酒等があるということで、石巻市の友好都市

である萩市と連携してスタンプラリーをしようと

いう話が持ち上がりました。様々な交流をする上

で、歴史的なものを踏まえながら各地を巡るとい

うのは非常に楽しいのではないかと思い、実施し

たところであります。 
 ここからは明治以降の話になりますが、明治政

府も石巻を守るため、大水が出たときは追波湾の

ほうへ水を逃がす工事を実施しました。これは明

治４３年水害後の改修工事の様子です。当時は、

鉄道を使って川から掘削した土砂を運搬する工事

をしております。後で説明しますが、川の分派点

をつくる工事も実施されました。 

 明治の河川の付け替え工事が終わった後、ここ

からは昭和の話になります。 

 これが北上川下流部の治水の最重要ポイントと

いうべき、柳津、津山の集落です。もともと集落

は旧北上川分流施設あたりにあったと地図では示

されております。先ほど言った放水路の施工や川

幅を拡幅するために、この集落の方々には移転し

ていただいたということです。北上川本川が追波

湾の方へ流れて、旧北上川は、石巻へ流れます。

大水が出て、ある程度水位が上がると、分流施設
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にある２つの水門、ゲートを閉めて、洪水が石巻

に行かないようにし、全部追波川のほうに流れる

ようにします。図の左側が旧石巻です。迫川から

の水はこちらに来るので、石巻は全く洪水がない

ということではないですが、岩手県側から流れて

くる水は、全部北上川のほうに流れていくような

治水計画を作りました。当初の昭和７年に完成し

た施設が老朽化したということで、平成 20 年に

分流施設を新設したということです。分派の構

想、工事は明治から大正、昭和にかけて行ったと

いうことであり、ここには当時の施設もそのまま

残っています。 

 
いよいよ現在がどうなっているかをご説明した

いと思います。 
これは、ＮＨＫ等のテレビでもよく放映される

旧北上川河口部の写真です。日和大橋と石巻河

口、漁港があって、右側にその新港の橋がありま

す。 
次は、震災当時の話をします。 

 これは、津波浸水状況の写真です。非常に広範

囲にわたって浸水が起こってしまったということ

です。海から来た水もそうですが、川を逆流し

て、堤防のなかったところを越えて入った水と

か、色々な水路を伝って入った水がこのように広

く浸水したということです。今後津波が来た時

に、この様な事が無い様、堤防や水門の工事を実

施しています。 

 これが全体計画で、石巻市と宮城県も一緒に実

施していますが、いわゆる二重防御、第２堤防は

道路兼用の堤防です。海からの津波はこの二重堤

防方式で守ります。河川堤防は、我々、北上川下

流河川事務所で実施しています。堤防が、もとも

と１メートル強の高さしかなかったものを、４メ

ートルあるいは河口のほうだと７メートルぐらい

の高さの堤防に造り替えています。赤十字病院の

あたりまで堤防を造り替えますが、現在、我々は

河口から上流 5km までの区間を施工していま

す。 
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 工事を実施するにあたり、当然地域の方々へ説

明を何回もさせてもらいました。 

 もともと高潮対策で造ったパラペットと呼んで

いるコンクリートのＬ型擁壁は、震災前は地面か

ら１．７メートルの高さで造っていました。それ

が地震で壊れたということで、復旧として土で堤

防を造り、もともとあったパラペットを撤去する

という工事を実施しています。高さが４メートル

から河口部に来ると海面から７メートルぐらいの

高さの堤防を造っております。 

 色がついているのは、工事をしている区間で、

曽波神まで工事をしていきます。石巻専修大学の

前のあたりは、工事がほぼ完了しているという状

況で、現在、主に河口部、門脇のあたり、住吉中

学校のあたり、あるいは井内・不動のあたりで工

事を実施しています。 
これは、堤防を横から見た絵ですが、上下流方向

から土を盛った構造の堤防を造っております。 

 これは昔の写真で、北上川の港に多くの漁船が

並び、中瀬、あるいは川縁にも密集するように多

くの建物がありました。 

 これは石巻市のプロムナード計画ということ

で、堤防を復旧するのと合わせて「水辺の緑のプ

ロムナード」として、人が歩いたりして楽しめる

ような空間を、北上運河を含めて整備してはとい

うことで、今、それに基づいて整備をしておりま

す。 
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 中央地区の完成イメージは、こういうデッキが

あり、堤防があり、芝生が張ってあり、堤防の上

には公園等を整備します。こちらは大島神社です

が、かさ上げをして神社ごと上に持ち上げる工事

をこれから実施します。 
整備計画のポイント、考え方ですが、このデッキ

の部分は、コンクリートの基部と言います。人が

歩けるような堤防の斜面があり、下には護岸コン

クリートブロックが入っており、上を土で覆って

芝生を張ります。色々くつろいだりできるような

空間です。ここは中央地区のマンションの前で、

今、そこの断面図はないですが、２階部分から出

入りできる、幅２０メートル弱の広場のような構

造にしております。歴史文化を踏まえた形とし

て、もともと川湊だった石巻を意識して、ここに

船舶が接岸できるような構造になっています。 
 皆様と意見交換しながら、こういうＶＲのアニ

メーションをつくってわかりやすい整備イメージ

の説明をしています。また、先ほど新潟市の鈴木

氏のお話しにもありましたが、我々もミズベリン

グのイベントとして、「水辺のヨガ」等を開催し

ており、そういった意味では皆様に川に親しむと

いうのを体験してもらいながら整備を進めている

ところです。 
 こういった形でワークショップ、市民部会等

で、様々な議論や体験をしてもらいながら、整備

を進めているという状況です。 

 全体計画はこの図に示したように６つの地区に

分割して、地区毎のコンセプトに沿って整備をし

ております。住吉・大橋地区、中央・門脇１丁目

地区、南浜・門脇２、３丁目地区、川口・湊地

区、不動・八幡地区、井内・藤巻地区という区分

けです。ここはもともと工場があったところで

す。住宅も多く存在するエリアで、ここも水産加

工工場があったエリア、不動は少しエリアの幅が

狭いですが、住宅地あるいは川縁は工場があるエ

リア、中央・門脇は一番栄えているエリアです。

住吉は、先ほど蔵があったというお話がありまし

たが、往年の中心市街地であり、少しレトロな雰

囲気を町の中に持っているエリアです。それぞれ

のエリアの特性を生かしたハードの整備を実施し

ています。 
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 これが先ほどの中央エリアで、ここに中瀬があ

り、旧北上川がこう流れているところに堤防を造

り、背後地には復興公営住宅やマンション、本日

は後藤社長がおられますが、元気いちばの物販・

飲食施設等があります。ここはバスの交通結節点

で、ロータリーがあります。先ほど言ったように

２階から出入りできて、人が散歩したり、フェリ

ーの定期航路の待合室等、様々な人の出入り、あ

るいは広場をイベント等で使うことを想定してい

ます。中瀬には石ノ森萬画館があり、ここは橋で

つながっていますので、ここで飲食をしたり、萬

画館で石ノ森章太郎の漫画を読んだり、中瀬公園

を楽しんだりして、色々と散策しながら楽しめる

というのが、全体のコンセプトになっておりま

す。賑わいの拠点にするという考えで石巻市、宮

城県と住民部会の皆様と一緒に取り組んでおりま

す。 

 これは現在の写真ですが、先程言いましたよう

に、我々が堤防を造り、石巻市のほうでこの四角

の部分に盛土をしてもらうという計画です。 
 ここで堤防の豆知識ですが、堤防というのは大

体こういう形にするというのが基本です。では、

この部分は堤防ではないのかと言われると、堤防

の構造は基本的には、この形で造るというのが決

まっています。要はここに水が来たときに、段々

と水が浸透して、後ろに抜けない形にするとほぼ

決まっています。だから、ここの四角の部分は水

から守るという意味では、必要ない部分なので、

基本的にはこれが我々の仕事ということになりま

す。この堤防と岸を守るために、ここにコンクリ

ートの護岸を造ります。そういう計画のもと、上

を人が歩けたり、芝生の上でくつろいだり、ここ

を合わせて幅 16 メートルの広場にする。本来は

ここが低くなるので、ここを我々以外の誰かに埋

めてもらい広くできないかというときに、石巻市

と共同で実施するという話になり、現在の形状に

なっています。16 メートルの幅がありますの

で、先程の新潟市の例とは少し形が違いますが、

様々な使い方ができるのではないかという部分で

す。 

 実際にここの区間は一昨年に完成していますの

で、堤防の一部を花火大会の観覧席として利用し

ています。ここの定期航路は来月に就航されると
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いうことで、また新たな利用が生まれるというこ

とです。まだ店等が出ているわけでもなく、私も

時々行きますが、今はまだ人気のない広場という

のが現状です。今ここが工事中でまだつながって

いないですが、ここが完成して元気いちばのお客

様が利用できるようになれば、少し様相が変わっ

てくると思います。 

 これが元気いちばで、実際にはもう完成してい

るので、本当は写真を載せれば良かったのです

が、堤防があり、お店と食堂があり、交流センタ

ーというフリースペース的な会議室等がある施設

もあり、立体駐車場も隣接しております。この周

辺を活性化するための様々な要素は一通り揃って

いると思いますので、集客効果が期待できるので

はないかと思っています。ここは全て完成してお

り、交通広場も先月完成して、今はバスが通り始

めております。堤防だけが少し未完成で、今一生

懸命施工しているという状況です。 

 ここは南浜・門脇地区です。 
ここに住宅地がありましたが、津波の被害に遭っ

た跡地を国・県・市で造る復興祈念公園にしよう

ということで、今整備が進められているところで

す。先程の中央地区はここです。 
 旧北上川はこう流れていて、海があり、ここに

公園を造ります。ここには石巻市が造る防災マリ

ーナができて、人が船に乗ってきたり、上から歩

いてきたり、自動車で来たりできるような公園を

平成３２年完成予定で整備が進められています。

マリーナと水辺、公園が一体となった施設になる

という計画です。この公園は我々ではなく、別の

国交省の事務所と県と市で施工してもらい、こち

らが我々の造る河川堤防になります。 

 これから各エリアの整備イメージと現状とを比

較していきます。これが南浜・門脇地区の現状で

す。ここが先ほど言った公園とマリーナで、ここ

の堤防は現在工事中です。ここが中央地区のマン

ションで、ここに見えないですが、中瀬に萬画館

があります。ここのあたりを人が周遊できるよう

なエリアにするという計画です。公園、マリーナ

から、萬画館、中央地区、元気いちばあたりまで

の距離が１キロ、２キロ弱ぐらいで、歩くには少

し長いかもしれませが、こちらにある日和山神社

を、うまく周遊の拠点にできないかと考えている

ところです。 
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 これは川口・湊地区、先程の対岸あたりです。

ここは先ほど言ったようなデッキがあり、堤防が

あり、芝生を張るという整備イメージです。左岸

側です。 
これは日和大橋で、現状はどうなっているかと申

しますと、先程の日和大橋がありまして、現在、

盛んに堤防の工事をしているという状況です。こ

れは漁港です。ここに立っているのは、地盤改良

の機械です。このあたり全体が沖積平野で、非常

に地盤が緩いため、計画している堤防を造ると地

盤が沈んでしまい、反対にこちらの背後地が隆起

するという現象が起こります。それを防止するた

めに堤防の下の地盤を強化する工事を実施してお

り、ここの堤防が造られてきているところは、地

盤改良が完了したということです。現在、日和大

橋の前後のあたりを施工していますが、早期の完

成を目指し努力しています。 
少し役所的なことを申しますと、ここから先が漁

港のほうで整備されています。ここの灯台がある

ところは、我々の管理する導流堤で、明治初期の

ころは、ここまで川湊で使っていましたので、そ

こは砂で埋まる傾向にあったようです。それを防

止して川に水を流すために、ここに導流堤を造っ

て砂の流入を防止したり、川の水を多く流したり

して、川に砂が堆積するのを防ぐ対策をしていた

ようです。 

 次は、不動・八幡地区です。先ほどのエリアの

上流の東側の堤防のところです。ＪＲの少し下も

同じようにデッキがあり、堤防があり、上が芝生

の整備イメージです。これは孫兵衛船競漕を行っ

ておりますが、こういったイメージを目指して整

備をしております。 
現状は、ここに萬画館があり、内海橋があり、堤

防は未完成で遅れていますが、そこがデッキで、

コンクリートをまだ張っていない状況です。 

 これは住吉公園・大島神社周辺の整備イメージ

です。 
 これが現状です。このように壁があり、大島の

太鼓橋があり、その後ろに大島神社あります。こ

こはずっと高さが同じで、堤防ができると神社に

当たってしまうので、全体を神社ごと上に持ち上

げて嵩上げします。断面図は無いですが、ここは

４メートルぐらいの高さ、神社の方も４メートル
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ぐらいの高さで、１度神社を移動して、嵩上げ後

に元の場所に戻すという工事を行う予定です。歴

史的な由緒正しい神社であり、このお日様が見え

るライン、本殿から鳥居を経てこの海岸からほぼ

東を向いているということで、この朝日を拝むラ

インを維持しながら、真上に嵩上げする計画で

す。歴史を生かした川縁として、石積み護岸を造

る等の整備も計画しています。 

 ここに大島があり、神社があり、ここの家が無

い場所は、用地を提供していただいた場所で、こ

こまで堤防ができることになります。 

 こちらは井内・藤巻地区で、先程の対岸に行

き、今度はＪＲのすぐ下側です。ここも同じよう

にデッキがあり、様々なことができると思いま

す。 
 現状はこのような状況で、まだ堤防の工事は始

まっていませんが、ここも用地を提供していただ

いて、これから工事を行う計画になっています。 

 なかなか一般、地元の皆様に、現在どういう状

況になっているのか、将来どうなるかというのが

あまり知られていないということもあり、この機

会に説明させていただきました。上下流交流とい

う意味では、石巻が下流側の拠点として活気付け

ば、上流と下流で張り合いのある活動ができ、よ

り良い上下流交流になるのではないかと個人的に

は思っております。まずは平成３２年の復興祈念

公園の完成を目標に、工事を進めていくというこ

とになっております。 
また、ここの場所、私も石巻での生活は余り長く

ないですが、昔はこういう部屋はあまりなかった

です。新しいこういうスポットが次々できてきま

すので、市民の皆様には、どう使えそうなのか、

どう使おうか、何か、魚釣りや散歩等の様々な利

用方法を考えていただきたいと思います。 
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 これは石巻、旧北上川です。向こうの北上川

と、これだけの有数の川を持っている地域は、こ

こには盛岡市も含まれると思いますが、日本全体

で見ても余りないと思います。私の実家は広島で

すが、向こうにジャンプして渡れるくらいの川し

かなかったです。これだけの風景とか、存在感が

ある山、水辺、地域、様々な建物がある貴重な、

本当に絵になる町だと思うので、ぜひそれを生か

していただきたいと思います。本日はお子様はお

られませんが、自慢になるような町になれば良い

ということで、我々としても少しでもお手伝いで

きればと思い、一生懸命業務を行っておりますの

で、今後もこういう地域の素晴らしいところを見

て、体験していただきたいと思っております。 
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【平山】 皆さん、たくさんお集まり

いただきまして、まことにありがとう

ございました。 
 基調講演、いかがでしたでしょうか。やはり新

潟のやすらぎ堤、規模が大きくて、もうできてい

ますので、使い込んでいるなという感じがいたし

ました。我々のところはやっと今、施設整備が終

わって、これからああいう事業が始まるんだなと

思うと、随分いろいろ勉強になるところがあった

と思います。 
 また、歴史の話からは川は昔はどこを流れてい

たかわからなかったんだなというのがすごく強い

印象ででした。佐々木先生にはもっと詳しくお伺

いしたいのですが、そんな感じがいたしました。 
 所長のお話も非常に具体的で、今工事がどこま

で進んでいるかというところが非常によくわかっ

たと思います。 
 今、石巻は今回の震災で一大決心をして、大き

な堤防を町の中につくるということで街づくりを

進めて参りました。７年半たって、今やっと、町の

安全、賑わいの場、そういうものの姿がみえてき

ているところでございます。きょうは壇上に多様

なパネラーがおられますので、いろいろなご意見

を出していただいて、我々、役所が企画したシン

ポジウムのパネルディスカッションではございま

せんので、率直に思っていることを市民感覚でぶ

つけて、率直な議論の場になればと思っておりま

す。 
 きょうの目的は、先ほど私が最初に言いました

ように、この石巻が今進めている川を使った町の

活性化、賑わいの場の創出等に対してどんな課題

があって、それについてどんな対応ができるかと

いうこと、そしてこの石巻を単に一つの河口だと

いうふうに見ないで、流域の核となる石巻だとい

う位置づけで、広くお互いに支え合う、連携し合

うことができないかという２点に絞って議論した

いと思います。 
 後段のほうでは、例えば盛岡と石巻を舟で結ぶ

事業があったらどんなことが起きるんだろうとい

うようなことを話してみたいと思います。 
 

～ 自己紹介・活動・川湊石巻の印象 ～ 
 

 それでは、早速パネリストの皆様からお話をい

パネルディスカッション 

『未来に向けた川とまちづくりと展望』 

■コーディネーター      実行委員長  平山健一 
■パネリスト 

   ・新潟市都市政策部         次長    鈴木浩信 氏 
   ・石巻専修大学           准教授   庄子真岐 氏 
   ・一般社団法人石巻観光協会     会長    後藤宗徳 氏 

・株式会社街づくりまんぼう 
まちづくり事業部   課長    苅谷智大 氏 

   ・北上川に舟っこを運航する盛岡の会 事務局    阿部 優  氏 
        ■アドバイザー 北上川下流河川事務所所長    高橋政則 氏 
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ただきたいと思いますけれども、最初にまず自己

紹介ということで、皆さんどんな活動をしている

か、あるいは北上川、石巻、その歴史、そういうも

のに対する思い入れを初めにお話いただきたいと

思います。よろしくお願いします。 
 まず、庄子先生からお願いしたいと思います。

川村孫兵衛シンポジウム、去年、おととしか、あ、

先生がパネラーで出席されて、地域のことをいろ

いろ勉強されたと思いますけれども、そのあたり

の印象から、石巻の重みとはどんな位置に流域の

中であるんだろうと、そういうことも含めてお話

しいただければと。よろしくお願いします。 
 

【庄子】 皆さん、こんにちは。石巻

専修大学の庄子と申します。 
 トップバッターでちょっと恐縮なん

ですけれども、私は石巻専修大学で観光まちづく

りというのを専門にさせていただいております。

観光学の中でも、従来の観光地、いわゆる京都と

か、東京とか、そういう観光地ではなくて、地域づ

くりの中で暮らしの質の向上の中で、それを観光

にも生かしていく。そのためには何ができるのか、

何をすべきなのか、そういったことにも問題意識

を持ちながら調査研究をさせていただいておりま

す。 
 実際の活動としてなんですけれども、活動とし

ては、ゼミでの活動というのが石巻でのメーンの

活動になります。ゼミ活動ですから、学生が学び

がなきゃいけないというところで、実践をしなが

ら学んでいこうというスタイルでゼミ活動を進め

させていただいております。どうしても講義とか、

調査とか、研究というと、頭でっかちになるとこ

ろがあって、がんじがらめになって何も進めない

というところがあるので、とにかく小さなところ

から実践して、そこからマーケティングとは何な

のか、選択とは何なのか、そういったことを学生

とともに考えさせていただいております。 
 石巻に私が大学に着任したのが２０１０年でし

て、その後震災が起こって、何ができるのかとい

うところで、まずは地域資源、どんな地域資源が

あるんだろうというところで整理をさせていただ

いて、その地域資源をつなぐまちづくりマップの

ようなものですとか、まちあるきマップ、そうい

ったものをつくらせていただいております。 
 また、最近では、きょうも話に出ていましたけ

れども、若い人がいかに地域のイベントに参加し

ていくか。やはりどうしても大学生、高校生など、

地域の活動に参加率というのが下がってきている

ところがあります。それは石巻でも同様の課題か

なというふうに思っています。そういった若い人

たちが関心を持って楽しく地域のイベントに参加

していく。参加する中でさらに担い手になってい

く。そのプロセスみたいなものを明らかにしてい

きたいななんていうふうに考えております。 
 私が石巻に来て、石巻に対する印象で、今お話

にございましたけれども、おととし川村孫兵衛シ

ンポジウムのパネリストとして参加させていただ

いたんですけれども、そのときすごく強く印象に

残ったのが、最後の市民の方からのディスカッシ

ョンのところで、「旧北上川は、北上川なんです」

という発言があったんですね。「私たちにとって、

旧北上川は北上川なんです」と言ったら、会場か

ら何か自然に拍手が起こったんですね。すごくそ

れが印象的で、皆さんものすごく旧北上川の、旧

北上川ってここで言っていいのかわからないんで

すけれども、川に対して生活の中にそれが溶け込

んでいて、それにすごく愛着を持っているんだな

ということを強く感じたのを覚えています。 
 そういった議論って、私、そのおととしまでわ

からなかったんですね、実際。そのシンポジウム

に出て住民の方からその意見を聞いて初めて知っ

たんです。もしかしたら、そういう議論をする場
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自体が、今石巻ではすごく少ないんじゃないかな

というふうに感じています。 
 一方、若い人は、余りそういう意識がない。思い

入れとか、その北上川とかの話をしても、この後

うちのゼミのイベントでやる北上川・運河交流館

という施設があるんですけれども、それは後ほど

説明させていただきますが、そういう場所につい

ても、毎日通っているんですけれども、何かよく

わかりませんみたいなのがあるんですね。なので、

若い人にまずわかってもらうというのが一つ大事

なのかなというふうに思っています。 
 ちょっと前にまちあるきマップをつくったとき

も、まず最初に学生にいろいろなアンケートをと

ったんですよ。アンケートをとって、ふだんどう

いったところに行きますかというアンケートをと

ったら、返ってきたほとんどの答えが残念ながら

イオンとかＴＳＵＴＡＹＡとかだったんですね。

これじゃコースをつくれないというふうになって、

町なかにあるゼミ生と一緒に整備して、あ、これ

おもしろそうなスポットだねというところをスポ

ット名を伏せて説明文だけ書いて「行きたいです

か」というアンケートをとったんです。そうする

と、７段階で評価をしてもらうと、７と回答して

くる方が圧倒的に多かったんですね。だから、意

外と知らない。知っていれば、もしかしたら動き

出す。そういったところがあるんじゃないかなと

いうふうに感じました。 
 まちあるきマップをつくったときに、石巻がい

かに栄えていたのかというのを学生にわかっても

らうために、今、きょうのパンフレットにもあっ

たと思うんですけれども、石巻港絵図ですかね、

１８５０年ごろの本日の手元のきょうのパンフレ

ットだと思うんですけれども、その絵を学生たち

に見せたら、すごく「こんなに石巻って栄えてい

たんですか」というふうに口々に言っていたので、

絵から入っていったり、写真から入っていって、

石巻の印象というのに、栄えた歴史に興味を持っ

てもらうということも大事なのかなというふうに

感じております。 
 あとは、石巻の重みということなので、先ほど

の佐々木先生のお話で、私、平泉とのつながりと

いうのを実は全然存じ上げていなくて、平泉との

つながりって非常にこれからの石巻にとっては大

きなチャンスだなと感じたところです。これは広

域連携のところでもお話しさせていただきたいな

と思います。 
 私から、自己紹介と最初の北上川の印象につい

てはこれで終わりにさせていただきます。 
 
【平山】 ありがとうございます。昔の石巻の姿

など、知らない人が結構多いんですね。だから、そ

ういうところでやはり知らせることによって興味

が出て、何か動きが出てくるというような感じが

いたしますね。 
 川の呼称については石巻のシンポジウムに来る

といつも出ますけれども、皆さんどう思っていま

すか。先ほどのお話でも、信濃川も上流に行けば

千曲川、県が変われば名前は変わるわけですよね。

ですから、多分呼び方が世間に広く定着してくれ

ば、役所もそういうふうになってくるということ

でよろしいですね。 
 
【高橋】 そうですね。 
 
【平山】 はい。ありがとうございます。 
 それでは、次に、後藤会長さんにお願いしたい

と思います。子供のころの川の思い出とかいろい

ろあると思いますが。 
 

【後藤】 皆さん、こんにちは。石巻観

光協会をお預かりしている後藤宗徳と

申します。どうぞよろしくお願い申し
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上げます。 
 私は、実は石巻の出身ではなくて、庄子先生と

同じ、今から３６年前に石巻に参りました。生ま

れは宮城県の気仙沼市で生まれまして、小学校の

３年まで気仙沼でいて、それから小学校３年終わ

りのときに仙台に出て、予備校まで仙台にいて、

それから大学時代と最初の仕事は東京、そして３

６年前に流れ流れて石巻に来たという人間でござ

います。 
 私は、幼少期気仙沼で育ちましたが、皆さん気

仙沼の町の中に流れている大川という川をご存じ

でしょうか。私は小さいころ釣りが大好きで、私

が子供のころというのは、きょうは魚市場の須能

社長さんもいらっしゃっておりますが、例えば気

仙沼にこの時期サンマが揚がるとか、お魚が揚が

ると、昔はトラックに積んでお魚を運んでいたん

ですよね。それが私が住んでいたあたりというの

は、トラックが通っていくと、そのトラックの後

ろをついていくとぼたぼたお魚が落ちているわけ

ですよ。それを拾って、例えば食べること、焼いて

食べるというようなこともございましたし、それ

を持ち帰って釣りの餌にしてお魚を漁港で釣ると

か、あるいは川で釣るというようなことをしてよ

く遊びました。 
 そのころは、大川という川も非常に水がきれい

で、川の中に入って釣りをするとか、あるいは手

製のボートのようなものを今考えると危なかった

なと思いますけれども、魚の入れるトロ箱みたい

なものがございますよね。そういったものをボー

トがわりにして川で浮かべて遊んだりとか、そん

なことをよくやっておりました。 
 振り返ってみると、そのころは、私たちの人間

の生活と川というのがものすごく僕は近かったよ

うな気がするんですね。もう今のような、きょう

ご説明をいただいた河川堤防のようなものはその

ころはもうほとんどなくて、私が来たころの石巻

も河川堤防は町の中は全然なくて、１級河川が流

れている川での河口にある町で河川堤防がなかっ

たわけですけれども、本当にもう川の脇に行くと、

すぐそこからずぼっと落ちれば川に落ちるという

状況ですね。それでしょっちゅう川にも落ちまし

たし、そういうふうに非常に人々の生活と水辺と

いうものの距離感というのはすごく近かったなと

いうふうには記憶がございます。 
 それが時代とともに安全性の確保とか、あるい

は先ほどから話題になっている治水、それから今

回東日本大震災ありましたけれども、私が生まれ

た翌年にはチリ地震津波というのがあって、私が

生まれた気仙沼のほうでもかなり津波の被害を被

って、私の親は幼少期の私をおぶって裏山に逃げ

たというようなことをよく小さいころ教えてもら

いました。そういう中で安全性、いろいろな命を

守るとか、それぞれの生活、営みを守っていくと

いう部分でどんどん水辺との距離が少しずつ遠く

なってきて現代に至っているというような感じが

いたします。 
 そういう中で、石巻というのは、先ほど申し上

げましたように、私が来たころは河川堤防がなく

て非常に驚きましたし、それが東日本大震災まで

町の中には堤防がなかったわけですね。唯一、水

押のエリアから上流にかけて堤防があったという

ことで、東日本大震災での大きな津波が川を遡上

して町の中に入ってしまって、先ほども浸水した

ときのあまり思い出したくないですけれどもね、

浸水したときの写真があったとおりの状況になっ

てしまったというところでございます。 
 そういう中で、今回は新しい河川堤防をきちん

と整備して、新しいまちづくりというのがこれか

ら行われようというふうにしているわけですけれ

ども、何とか昔のその水辺と私たちの営みの距離

感というものが遠くならないような形で、その整

備されたものを生かしていくというようなことが
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求められるんだろうなというふうに考えておりま

す。 
 そして、私は地元の人間ではないので、古い歴

史というのはわからない部分というのがあります

が、その中で歴史というものをきちっと生かして

いきながら、あるいはもっと先ほど佐々木先生の

お話のように掘り下げていくということをあわせ

てしながら、じゃこれから未来に向かってどうし

ていくんですかというようなことを本当に真剣に

考えていくべき時期に今あるんだろうなというふ

うに思っています。 
 皆さんはご案内のとおり日々川を挟んだ光景と

いうのは、河川堤防の整備に伴って変わってきて

います。また、漁港とか、海岸線の防潮堤とか、そ

ういったものもどんどん整備されていって、光景

が変わっていっていますが、要はそこに人の影が

存在しないものができ上がってしまったら、私は

大変なことになるんだろうと。新しいものを生か

すのは、やはりそこで暮らす、あるいはそこに来

る人たちの声とか、息づかいとか、そういうもの

がたくさんないと、そこはせっかく整備した意味

がないというふうに思いますので、ぜひそういっ

たものがこれから新しい形で生まれていくような

ことを、私がお預かりしている観光協会のスタッ

フともども、地域の皆様と一緒につくり上げてい

ければいいなというふうに今考えて、強く危機感

を持って考えているというところでございます。

以上です。 
 
【平山】 ありがとうございました。 
 水辺、もっと人が近づける、そういうような水

辺でありたいという後藤さんの思いが非常に強く

胸を打ちました。本当にありがとうございます。 
 それでは、続きまして、苅谷智大様にお願いし

たいと思いますが、苅谷さんはここのご出身じゃ

なくて、こちらに来てどんな印象を持たれたのか

ということですね。石巻の風土性みたいなものを

お話しいただければと思いますけれども。 
 

【苅谷】 改めまして、苅谷と申しま

す。よろしくお願いします。 
 今、先生のほうからご紹介いただき

ましたように、私はというか、私も石巻の出身で

はなくて、生まれ育ったのは愛知県名古屋市にな

ります。名古屋市も堀川だとか、いろいろ川はあ

りますけれども、私自身はほとんど川とつながり

を持つことなく高校時代まで過ごし、大学も過ご

して、石巻に来て初めて川というものをすごく身

近に感じるようになりました。 
 今は街づくりまんぼうという株式会社に所属し

ておりますが、ふだんやっていることはといいま

すと、先ほど高橋所長のスライドの中にもありま

した石ノ森萬画館の運営が一つメーンと、もう一

方で、その川の後背地にあります中心市街地とい

うか、商店街というか、旧市街地といいますか、と

駅前のまちづくりをするという部隊があります。

私はそちらのほう、まちづくりのほうの担当をし

ております。具体的には、先ほど写真にもありま

した川沿いのまちづくりを含めたまちづくりの計

画を地元の方々と一緒に考えたりだとか、実際に

街なかで行われるイベントを企画したりだとか、

屋台村の運営などをしております。 
 石巻に参りましたのは震災後でして、石巻に震

災前に一度だけ来たことがある、ほとんど初めて

の状態です。大学を卒業してすぐぐらい、震災後

に石巻に来て、何よりまず驚いたのは、津波が川

から来て、あふれて、市街地がめちゃくちゃにな

ったにもかかわらず、「私たちは川を活かしてまち

づくりをしたいんです、していきたいんです」と

いう言葉を、全ての人ではなかったですけれども、

強く言っていらっしゃった。後藤社長もそのうち

の一人でしたけれども、にわかにはちょっと信じ
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られなかったですね。 
 やはり川に対する畏敬というか、自然に対する

畏敬を強く持っていらっしゃるし、それがないと

石巻じゃないということを、正直理屈じゃなくて、

多分もう心の奥底に植えつけられたマインドか何

かなんだろうなというふうに思いました。それが

今もやはりまちづくりを進めていく大きなエネル

ギーになっていますし、震災後、地元の方の話を

聞きながら出てくる、母なる川北上川をつないで

いかなきゃいけない、大切にしなきゃいけないと

いうのは、すばらしい石巻のアイデンティティー

というか、風土の一つなのかなと思いました。 
 それを今、庄子先生も後藤さんもおっしゃられ

たように、どういうふうに後世につないでいくか

ということが、今回のシンポジウムの趣旨だと思

いますし、これからのまちづくりでやっていかな

ければいけないことだと思います。私自身は震災

後に石巻に来たので、震災前の身近な石巻の川の

様子だとか、写真で先ほど出されたような川に何

艘も舟が連なって、いかにも賑わっているみたい

なことは知らないです。ただ、私と同じような感

覚の世代がこれからもっともっと増えてくるし、

恐らく今の大学生とかもそうなんだと思います。 
 それを昔はよかっただとか、川があっての石巻

ということでは理解できないので、そこに川に親

しむ楽しさだとか、豊かさみたいなものを織り交

ぜて体験していけるようにすることが多分求めら

れるんだろうなと思います。それを実際に石巻の

場合は、もともとそういう、河川にそういった景

色がなかったところに、いきなり今まさにできよ

うとしているところなので、どういうふうにいろ

いろな方々を巻き込んでやっていけるかというの

は、自分自身いろいろ今日の話も、新潟の話も参

考にさせていただきながら、頑張っていきたいと

思います。よろしくお願いします。 
 

【平山】 いろいろなことを手がけられて、ご苦

労さまでございます。 
 岩手県も「津波を憎んで海は憎まず」というこ

とがありますが、宮城県でも、想いは同じであり

自然に対する畏敬の念ですね。それが残っている

という感じがいたします。多分そういうものを生

かしていくためには、何かお金だけを求める世界

ではなくて、もっと違った基準があるのかもしれ

ませんね。本当にありがとうございます。 
 それでは、最後になりましたけれども、阿部 優

さん、盛岡からいらしておりますので、自己紹介

を兼ねて上流での活動などをお話しいただきたい

と思います。 
 

【阿部】 今、先生から「すぐる」と言

われましたが「まさる」と言います。 
 最近、岩手県では有名じゃないです

けれども、秋田県、ワンのほうですね。あちらのほ

うでロシアのフィギュアスケートのあれが秋田犬

の「マサル」というのをかわいがっていまして、随

分世界的に有名になった「まさる」でございます。

よろしくお願いします。 
 私、北上川に舟っこを運行する盛岡の会の阿部

でございますけれども、盛岡では愛称を持つもの

に対して「何々っこ」とつけるんですよ。舟っこも

多分その愛称があるからつけたんだなと。また、

チャグチャグ馬っことか、それとか姉っことかで

すね。女性に姉っことか、子供にはわらしことか、

そういう意味で舟っこが生活の中に随分愛されて

おったんだなということで、舟っこを運行する盛

岡の会ということでやっております。 
 きょうのコーディネーターの平山先生には、う

ちの舟っこの会の顧問もしていただいております

し、舟運を知らしめるための講演会のときはいつ

も先生をやっていただいております。ありがとう

ございます。 
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 そういう意味で、私がきょうここにお呼びいた

だいたんですけれども、うちらの会はまだ２年た

っていない会でございまして、本当に新参者で、

川については全くよくわかっておりません。どう

ぞよろしくお願いいたします。 
 きょうは盛岡、そして私どもの会の活動につき

まして、スライドを見てご紹介したいと思います。

スライドのほうは、松任谷由実ってユーミンとい

うのですね、盛岡に来たときに花巻空港におりた

ときに、その印象をつくった歌が「緑の町に舞い

降りて」という曲なんです。それにのせてちょっ

とごらんいただきたいと思います。 

 
（スライド参照） 
 
【阿部】 ありがとうございます。 
 
【平山】 本人何も話さなかったので、ちょっと

話しますけれども、この会は、商店街の店主の皆

様が川に乗り出したというので、非常に注目して

おります。カヌーリストでもない、環境屋さんで

もない、河川技術者でもない、これまで無かった

異質の人が乗り出した。盛岡は中津川、雫石川、北

上川と３つの川が合流していまして、ですから水

量がふえて石巻まで２００キロの舟運が可能とな

りました。盛岡の人間にとってはやはり石巻はす

ごいあこがれでもあるんですよね。そういう目で

見ているということ、お互い結びつきたいなとい

うそういう強い気持ちを持っているということを

感じていただくとありがたいと思います。 
 それでは、鈴木さんと所長は先ほどお話ししま

したので、省略させていただきまして、最初の課

題ですね。 
 
 ～ 川を活かしたまちづくり（課題・提案）～ 
 
 石巻の川づくり、今ここまで進んでいます。や

はり賑わいを持ちたい、川とのつながりを切りた

くない。そういうような町であってほしいと思い
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ますが、ここまで進んできて皆さんいろいろご苦

労されていることだと思いますが、ここがこうな

ったらもう少しスムーズに進むはずとか、ここを

直してほしいと、そんなような課題、そしてご提

案なんかありましたら、お話をいただきたいと思

います。 
 早速でございますが、後藤会長さんからお願い

をしたいと思います。 
 

【後藤】 震災後、北上川、いわゆる

旧北上川ですね。旧北上川の河口部

をどういうふうにしていったらいい

んだろうかとか、私も中心部、町の旧中心市街地

と言ってもいいんでしょうけれども、駅前の近く

で仕事をさせていただいておりますので、町の賑

わいをどう取り戻していったらいいんだろうかと

か、そういうふうなことも観光協会の仕事とはま

た別な角度でずっと考えてまいりまして、機会が

あって、先ほどご紹介がありました新潟信濃川の

ミズベリングの運用状況とか何かも拝見してまい

りましたし、あとは広島のほうにも行かせていた

だきました。 
 やはり先進的な地域というのは、川辺を生かし

たもう事業というのが進んでいるんだなというふ

うに思って、大変うらやましく帰ってきましたし、

信濃川については河川堤防の先ほどご紹介をいた

だいたエリアの堤防の外の傾斜率ですか、がたし

か１対６で非常に緩やかなんですよね。それで、

北上川の今やっている堤防というのは１対３の比

率で傾斜ができ上がりますから、それよりももう

少し急だということで、石巻の場合は河川堤防の

いわゆるこののり面のところにああいう形でテン

トを張るとか、そういうものというのはちょっと

難しいかなというふうにイメージして帰ってまい

りました。 
 そういう中で、ただ、先ほど高橋所長さんから

ご紹介をいただいたように、その分今度は河川堤

防の天端ですね。いわゆる上のフラット、平らな

ところを少し広くとりましょうというような形で、

石巻市さんと一緒に協力していただいて、広い面

積をとる部分が何カ所かできてくるということと、

それと川の水際のところですね。水際のところに

デッキを４メートル、５メートルぐらいですかね、

デッキが水のすぐそばまで行きますので、そうい

ったフラットなところがありますから、そういう

ところを使って水辺、先ほど距離感と言いました

が、そういう距離感を取り戻していけるようなこ

とができるのではないかなというようなイメージ

というものを持つことができるようになりました。 
 だから、実際に他地域に行ってみるというのは、

やはり改めて必要だなというふうに思ったわけで

すけれども、そういう中で、では具体的にどんな

ことができるのかなというふうに、エリアが広い

ですから、それぞれの地域でできることというの

は違うんですけれども、どんなことができるかな

ということをイメージしてみると、震災前、私も

２０年ぐらい前ですね、石巻に来て１０数年たっ

たときだと思いますが、運河がありますよね。北

上運河があって、東名運河があって、北上川から

北上運河のほうに入っていくと、北上川ですね、

正式には。そちらのほうに入っていくところに石

井閘門というのがあるのを皆さんご存じですよね。

これは水深の高さを調整して舟が入っていく、舟

運を可能にするための閘門ですけれども、その石

井閘門から東松島市の吉田川の河口部の浜市、鳴

瀬川ですか、の河口部の浜市までの運河を舟で走

ったことがございます。 
 二度ほど走りましたけれども、途中上釜を通っ

て運河にまた入り込むんですけれども、この光景

というのは非常に美しくて、石巻の方々というの

は私が来たときに「あの運河はどぶ川だ」みたい

なことをおっしゃるような方がいらっしゃったり
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して、とてももったいないなと思った記憶がある

ので、そこを実際舟で走ってみると、とてもきれ

いな運河だなというふうに思って、そこを北上川

とは直接の中にはないわけですけれども、川と川

をつないでいく運河というものは非常におもしろ

いなと思ったことがございます。そこに舟を走ら

せられないかなと今でも思っておりますし、じゃ

あ北上川のほうはどうだというと、先ほど話が出

た北上川沿いの河川堤防の下のフラットなデッキ

沿いは、私は多分釣りのメッカになっていくんだ

ろうというふうに想像しております。 
 もともと震災前、石巻、女川地域というのは釣

りをする人たちがたくさん来られて、民宿さんに

お泊まりになって、朝、釣りに出ていって、そして

あがってきて、釣った魚をその民宿さんで料理を

していただくというような文化が根づいていたと

ころですけれども、川での釣りができますので、

とりわけ石ノ森萬画館ができた後に、当時館長を

されていた矢口高雄先生という先生がいらっしゃ

います。「釣りキチ三平」という本当に有名な釣り

漫画を描かれて先生ですが、その先生が館長をお

務めになったときに、まんぼうさんが主催して、

矢口高雄釣り大会というのを実施いたしまして、

そのときたしか優勝した方が、日和大橋、ちょう

ど河口部ですね、の近くで釣られた方で１メート

ルぐらいのスズキをあげて優勝したというふうに

たしか記憶しています。漫画館の周りでも、中瀬

のところでも大体６０センチ、７０センチぐらい

のスズキは日常的にあがるところですので、そう

いった釣り大会のようなものが多分これから盛ん

にできるようになるんだろうなというふうに思っ

ております。 
 それから、川の河川堤防の天端を利用したとこ

ろについては、先ほど信濃川でやっていらっしゃ

るような形の運営協議会みたいなものをつくって、

そこで飲食とか、あるいはやってみたいこととし

ては、あそこに今の時期ですと、そうですね、例え

ば七輪を５００個並べて、その上で全部サンマを

焼いてみると。これは女川さんに怒られるかもし

れませんが、そういうふうなことをやってみたい

とか、あるいはこれも１１月になってくると牡蠣

のシーズンになりますので、牡蠣小屋のようなも

のを河川堤防の上にずらっと並べてやってみたい

とか、ああいうものができ上がってくることで、

トライしてみたいなというようなことはたくさん

ございます。 
 それと、陸上だけではなくて、河川の中に舟で

回るというのももちろんいろいろな形としてはで

きるんですが、４メートル四方ぐらいの浮き輪、

浮き輪ではないですね。浮いているフローターを

用意して、真ん中まで北上川を水上で走って渡る

ようなイベントを夏場はやるとか、そういうふう

にしてぜひ地域の子供たちとか若者がチャレンジ

しやすいようなことというのをたくさん仕掛けて

いって、賑わいというようなものをつくれていっ

たらおもしろいのではないかなと今考えてはいま

す。 
 
【平山】 いろいろなアイデアありがとうござい

ます。確かにここの天端はすごく広くて、いろい

ろな活用法が考えられますね。それと、デッキは

水際に出ているんですか。釣りのほうも話があり

ましたけれども、非常に適当でございますね。県

河川ですよね、運河は。 
 
【高橋】 そうです、はい。 
 

【平山】 これからの議論で河川の施

設の使い勝手についてもお話をお願

いしたいと思います。ありがとうござ

いました。 
 それでは、苅谷さんから、この石巻のミズベリ
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ングといいますか、川を生かしたまちづくり、あ

るいはかわまちづくりの支援事業等の進め方で何

かご意見あれば。そして、それを誰がプレイヤー

なのかというようなあたりも、もしご意見あれば

お願いしたいんですが。 
 

【苅谷】 どのような体制というか、ど

のように進めるかという意味では、川

とかその周辺をどのようにまずしたい

かというところが私すごく重要だと思っています。

それを今まさに議論していると思うんですけれど

も、私自身はやはり先ほども申し上げましたけれ

ども、北上川とかそれを取り巻く環境を、石巻市

民 14 万 7,000 人が自分たちの自慢だとか誇りだ

とかと言えるようにすることが、最終の目標とい

うか、ミッションで、そのためにどういった体制

とか、どういうことを仕掛けていけばいいかとい

うことを考えるべきかなと思っています。 
 その中で、一番大事なのは、知ってもらうこと、

こういう場所がまずできますよと。多分ほとんど

の方は知らないということですね。それはしよう

がない。今からやるしかない。 
 次に、恐らく本当に言葉のとおりなんですけれ

ども、誰でもアクセスできるし、誰でも使えると

いうその窓口を、体制というんですかね。つくる

ことが必要だろうなと思っています。 
 じゃ、どういうふうに使っていくかという話で

すけれども、川、先ほどの新潟の取り組みってす

ばらしいと思います。傾斜の話だとかありますけ

れども、言いたくないんですけれども、やはりな

かなかかなわないと思います。川だけを考えるの

ではなく、中瀬だとか、あとはその背後の町だと

かというところを含めて、エリアをプロモーショ

ンしていかないと、やはり石巻の魅力、川の魅力

を存分には伝い切れないんじゃないかなと思って

います。 

 そういう意味で、北上川というか、まずその河

口、まさに今元気いちばさんとかあるあたりが、

先生のお話にもありましたように、昔そこから米

を乗せて東京に持っていってということからする

と、街の玄関口だったというふうに思えるし、今

もそういう機能があるんじゃないかと、石巻の玄

関口というか、アプローチというか、ショーウイ

ンドーみたいな使い方を堤防の上でしていけると

いいかなと。それから、新しくそこで何かをつく

る必要は、あるっちゃあるんですけれども、でも

どちらかというと、今石巻で起こっていることを

堤防の上で、川で再現する、展示するということ

が、より魅力的に見えるといいなと。ある意味で

は新しく見えるようなことになるんじゃないかな

と。 
 例えば、去年、元気いちばさんでやられた夕凪

ダイニングという、街なかの飲食店がコラボレー

ションして、イベント期間だけですけれども、新

しいレストランというか、ダイニングを表現する

というイベント、あれも絶対天端の上でやりたい

なと。主催者ではないんですけれども、そういう

ことをしたいなと思っています。 
 
【平山】 川だけを見るというんじゃなくて、も

う少し大きく見る、川のよさを多様な見方から探

っていくとというのは非常に大切だと思います。

そうすると、やはりそれを手がける人やチームは、

もう一廻り大局的なプロモーションできるリーダ

ーでなければ、川だけ知っていてもだめだし、経

済だけ知っていてもだめだと。それをまとめきれ

るリーダーというや事務局体制が必要になるかも

しれませんね。ありがとうございます。 
 それでは、阿部さんにお願いしたいと思います。

盛岡ではかわまちづくりが今進んでいるところで

すが、いろいろな課題があると思いますが。 
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【阿部】 今、私たちが行おうと思って

いるのは、先ほどもあったんだけれど

も、市内のほうのイラストがあるかと

思います。うちどもの舟っこの会は、観光、そして

中心街の活性化、それから水辺の空間の活用とい

うことを目標にしながら、市内の商店街のほか８

団体によって構成しているんです。 
そして、盛岡市というのも、中心市街地というの

があるんですけれども、やはりどこの市もそうだ

と思うんですけれども、大型店ができて、郊外が

お客さんが行って、中心市街地というのは疲弊し

ておりまして、けれども本当はその旧市街地には、

すぐには模倣できない伝統や技術や文化を持った

お店、そういうものがたくさん点在しているわけ

でございます。それをもう一度磨き出して、現代

の皆さんに触れていただく。そういう機会や、そ

してそこに住んでいる方々の生活あるいは言葉に

触れていただく。そういう機会を持つことで、そ

の地域の方々もまた元気に生き生きとしてくる。

そんな町おこしができないのかなと思っておりま

す。 
 それで、私たちは、盛岡駅がここなんですけれ

ども、ここに夕顔瀬橋というのがあって、ここか

ら舟を出して、こう下って、ここは中津川、雫石川

の合流点もあるんですけれども、ここ明治橋、こ

こまでですね、ここのちょっと過ぎたところです。

ここが昔の奥州街道で、盛岡の城下町の入り口な

んです。ここから舟橋を渡ってこの城下町に入っ

てきた。お城を中心に、この辺が中心になって栄

えた町なんですね。 
 ですから、この舟で多くの方を舟下りというこ

とで、この旧市街地の入り口まで来ていただいて、

ここからこの町のいろいろな名所旧跡を見ながら、

そしてまた盛岡駅に帰っていただく。盛岡はコン

パクトシティと言って、距離がここは先ほどの一

番最初に流すから終着まで２キロぐらいしかない

んです。ですから、修学旅行生の方々なんかでも、

歩いて楽しみながらちょうどその時間を有効に使

いながら帰ってこられる。そういうことを私ども

はやりたいと思っています。 
 やりたいと思っていますということは、まだで

きていないんです。なかなかこれが大変なことで、

私ら商店街ですね、舟とか川のことを本当に素人

で何もわからないわけです。舟の会つくったばか

りに、「舟流しましょう」「ああ、いいことだ」と、

みんな賛成して「それやりましょう」となったん

です。ところが、舟ないんですよね、まだね。流そ

うと思ったら。舟を貸してくれるというところも

あったんですよ。１６メートル、１７メートルの

舟貸すよと、「ああ、よかったな」と。どうやって

運ぶんだと。どうやって運ぶって、「トラックで運

べばいいんじゃないの」と言ったら、すごくお金

取られるんですよね。びっくりしたんですよ。え

っ、高い。こんなにかかるんだったらつくったほ

うがいいなということで、今年つくったんですけ

れどもね。すごくこの舟というものには課題があ

りまして、持ってきて、じゃ舟どこからおろすん

だというわけです。舟を川におろすのにどうやっ

ておろすんだろうと。クレーンでしかおろせない

なと。これもまたお金がかかるんですよね。どこ

に揚げるんだと。どこを流すんだと。どこから人

を乗せるんだと。どこから人をおろすんだ。みん

なわからないで、ただやれ、やれと。これはいいこ



~ 54 ~ 
 

とだ、おもしろいということで考えただけで、全

く何もできませんでした。 
 やっと北上川フェスタというのを去年と今年で

２回やりました。やっと我々の舟もできましたけ

れども、１回目はボートでおりました。そして、ボ

ートでおりて、上ってこれないですよ、ボートは。

それを空気抜いて、トラックに積んでまた持って、

またおろして、ああ、これじゃうまくないなと。モ

ーターついてなきゃだめだなと。ところが、北上

川の盛岡市内というのは浅いんですよ。モーター

が壊れるんですよ。いやあ、これはいろいろなこ

とがいっぱいあるもんだなということで、国土交

通省さんには本当にお世話になっております。そ

れから、盛岡市さんにもお世話になっております。

よくぞ我々のわからないことをいろいろバックア

ップはしていただいているんですけれども、まだ

流せないでおります。 
 それから、やはり我々考えてやってみたんです

けれども、川の世界は我々の住んでいる世界と全

く別で、規制とか、もちろん安全が大事だからそ

うだと思うんですけれども、規制とかいろいろあ

りまして、私たちからはなかなか川に手は出せな

い。さあ、ここにじゃ舟流すように坂つくりまし

ょうかと言ったって、そうは我々ではできない。

本当に規制できて、やはり国交省の方にお願いし

ないと、これは全くできないということでござい

ます。そういうことから、我々が使いやすい規制

緩和もしていただきたいし、いろいろなそういう

手助けもお願いできればなと思っております。 
 勝手な話でございますけれども、そういうこと

でございます。 
 
【平山】 ありがとうございました。 
 川は原則みんなのものですから、川の使い勝手

をいいように考えていただくことも、後で所長、

一般論でよろしいですけれども、お答えをいただ

ければと思います。 
 それでは、最後になりましたけれども、庄子先

生、お願いいたします。 
 

【庄子】 私からは、かわまちづくり

の難しさの理由とか、地域づくり、人

材、プレーヤーの育成についてという

ことでお話をさせていただきたいと思います。 
 かわまちづくりの難しさというと、川を使った

ってあると思うんですけれども、多分これまちづ

くりにすごく共通するところなのかなというふう

に感じています。石巻の場合は、やはりとても山

があり、川があり、海があって、特に川で舟運とし

て栄えて、その後舟運が役割を終えた後も漁港と

して栄え、工業港として栄えてきた。そういった

中で、実はまちづくりみたいなものに対して、何

もしなくてもよかった。ちょっと語弊を恐れずに

言うと、よかった、大変恵まれた地域だったので

はないかなということを感じています。だから、

まちづくりに対して、町への愛着とか誇りみたい

なのは皆さん強く持たれているんですけれども、

じゃあまちづくりと言ったときに、うまく動き切

れていないのかなという印象を抱いております。 
 また、なので自然がとても豊かなので、いろい

ろなアイデアですね。こういうシンポジウムを通

じても、川を生かしたとか、海を生かしたアイデ

アって、たくさん出てくることが多いなという印

象を持っています。学生たちも少し石巻のことを

学ぶと、「どんなことをしたい」と言うと、いろい

ろなアイデアを出してくれます。ただ、出てきた

アイデアを実行したりとか、先ほどおっしゃって

いたような信濃川のような窓口になっているとこ

ろですとか、そういったところがないのかなと。

そこが一番この石巻の弱点じゃないかなというふ

うに、私自身２０１０年から入って感じていると

ころです。 
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 ほかの地域でも同じようなことが言われている

んですけれども、じゃまちづくりをうまく進めて

いくのはどうすればいいかという理論の中で一つ

言われているのが、大きなプレーヤーはいらない

と言われているんですね。それは専門的なプレー

ヤーです。専門的ですごくまちづくりに長けてい

て、いろいろなイベントを実行しますって実行、

カリスマみたいな感じの人です。いてももちろん

いいんですけれども、その方がいると、その方だ

けが実行してしまう。そうすると、若い人とか、ち

ょっとだけアイデアがあるんだけれども実施して

みたい、でも私素人だからと尻込みしちゃうとこ

ろがあるんですね。だから、大きなプレーヤーを

１０人つくるより、小さなプレーヤーを１００人

つくりましょうと。これがまちづくりとか、町を

盛り上げていく上ではすごく大事なことだという

ふうに言われています。 
 私自身もそれってすごく最近やはり強く思って

いて、そうじゃないとなかなか、例えば石巻では、

手前みそで申しわけないんですけれども石巻専修

大学があって、大学生がいるんですね。大学生を

じゃまちづくりの中に「どうぞ地域づくりの中に

出てきてください」とよく声をかけていただける

んですけれども、やはり大学生には大学の勉強が

あります。学業に時間を割かなければいけない。

そこで学ばなければいけない。じゃ、まちづくり

に行ったときに、すごくプロフェッショナルな人

たちしかいないとなると、なかなか出づらいんで

すよね。なので、そのプロフェッショナルな人と

いうのもいるけれども、そこをつなぐ人たちがい

るとか、何かちょっと相談できる窓口があるとか、

そういったことがすごく大事なんじゃないかなと

いうふうに今感じているところです。 
 かといって、やはりけれども信濃川のお話にも

あったように、まずやってみることというほうが、

私自身も今すごく大事だなと考えていて、最初の

ゼミ活動のときって、意外と学生にそういった観

光振興っぽいのを考えさせるみたいなのに偏重を

置いてやっていたんですけれども、それよりは何

か小さいことでもいいから学生企画でやらせて、

そこからいろいろなことを学んでいこうと。やっ

てみると、実際にいろいろなトラブル、思わぬト

ラブルがあったりとか、あと協力者が出てきたり

とかというのがあるのかなと思ってやってみたの

が、ちょっと宣伝になってしまうんですけれども、

今回チラシを入れさせていただきましたが、この

来週開かれる全国運河サミット、宮城県さんが主

催になっているその同日にサブイベントとして、

北上川・運河交流館、先ほどお話がありました石

井閘門の近くのところにある、ちょっと裏面にあ

る地図と、あと運河交流館についての説明が載っ

ているんですけれども、この北上川・運河交流館、

実は新国立競技場を設計する隈 研吾先生が設計

した石巻の本当に屈指のアート建築だなというふ

うに考えていますけれども、そこは震災後ずっと

休館していたんですが、限定解放させていただい

て、学生もこの建物自体を知らなかったんですけ

れども、初めてこちらの建物に入れさせてもらっ

たときに、入らせてもらったときに、こんなすば

らしい建物があるんだと、こんな建物があるんだ

ったら、やはりこの辺を魅力発信していくべきな

んじゃないのということで、今回こういったイベ

ントを企画させていただくことになりました。 
 イベントの内容は、最初いろいろなことが出て

きたんですけれども、まずは絶対最後までやり遂

げるということを目標にしようということで、じ

ゃ、この北上川・運河交流館の今の問題点って何

だろうと、もちろん休館している、なかなか行け

ないんですけれども、学生が夜通ったんですね。

真っ暗だと。何も見えないと。昼は結構お散歩と

かされている方がいらっしゃるんですね。これは

夜でも真っ暗で散歩するにはちょっとあれだし、
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でも夜照らしたら結構きれいなんじゃないかとい

う話になりまして、少しライトアップしていこう

ということで、じゃあ何を使ってライトアップし

ようかといって、最初はペットボトルだ何だと言

って実際つくり始めたら、意外と時間がかかるん

ですね。結局行き着いたのが、うちの大学の裏山

に実は演習林がありまして、たくさん竹が生えて

いて、竹害になっていたんですね。その竹を伐採

したら、山にとってもいいし、ただでまず手に入

るし、いいんじゃないかということで、裏山から

竹を伐採して、それを切って竹灯篭みたいなのに

して、ＬＥＤのライトをつけて照らして、その幻

想的な空間を楽しんでもらおうということで企画

をさせていただきました。 
 もちろん、ここ休館中なので、下流河川事務所

さんにお願いしたら、「いいですよ」とすぐにご快

諾いただきまして、また、市役所の方にもお願い

したら、いろいろ協力をしていただいて、竹の伐

採についても、すばらしい北上川運河の協議会の

方が協力をしていただけるということで、竹伐採

するときに一緒に来ていただいて伐採をしたら、

すごく皆さん手際がよくて、本当はここのチラシ

に３００基と書いているんですけれども、実際７

００基準備できて、倍以上のイベントを来週開催

できることになりました。 
 なので、やりながら、本当にこれは小さいイベ

ントなんですけれども、学生たちもやりながら、

思わぬ協力者がいてくださることとか、あとは実

際雨が降ったらどうなんだろうとか、そういった

難しさを学びながら、今小さい、小さいながらも

プレーヤーとして地域に出ていこうかなというと

ころでございます。ぜひ皆さん、来週土曜日、雨で

もやりますので、足を運んでいただきたいなとい

うふうに思っています。 
 
【平山】 ありがとうございます。 

 難しさは人材育成だということで、柳川の広松 

伝さんとか、新潟の鈴木浩信さんとか、そういう

大物はなかなか出ないので、小さいところからプ

レーヤーを育てていこうと。本当に我々にとって

いいご意見だったと思います。 
 それでは、鈴木さんと高橋所長さんからのコメ

ントをいただきたいと思いますが、鈴木さんには

石巻のお話を聞いてどんなふうにお感じになった

かというような印象、それと所長さんにはやはり

一番端的に占有の規則のことを聞きたいと思いま

す。係留、堤防の利用、利用の手続ですね。それと

流量の調整や浚渫は可能か。そのあたり、一般論

でいいですから、優しく答えていただければ大変

ありがたいと思います。 
 それでは、まず、鈴木さんからよろしくお願い

します。 
 

【鈴木】 いっぱい褒めていただきま

して、びっくりしました。私、このま

ちづくり推進課という課長をやらせ

てもらっていますけれども、何かやろ

うとかというふうにあまり声を上げてはせずに、

したいんだけれどもという相談を受けたときには、

やれるためにはどんな工夫がいるとか、どんな法

整備がいるとか、どんな斜め読みをしたほうがい

いとか、我々がかかわるための理屈、屁理屈は一

体何なのかみたいのは、ちゃんと整備しろよなと

いう指示をした上で、指示を出します。 
 ですので、キーマンだとかということではなく、

本当に例えばきょうお越しいただいている苅谷さ

んみたいな方が、ぜひここは皆さんに共通して何

かやってみたいんだという声とか発想を、例えば

私であれば、その声を拾うというか、一緒に考え

てみるというような立場の人間がいるんじゃない

かと。当然、新潟市なんてそんなことを言ったっ

て、あのやすらぎ堤の管理者という方は当然きょ
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うもいらっしゃいますけれども、国という部署が

あって、間に挟まっているというだけですから、

全然権限はないんですけれども、その中間の人間

が、あるときは管理者寄りの発言をして、あると

きは主催者側のというふうにうまく、「でもね、こ

れは管理者だからこういう整理がいるんだよ」と

かみ砕いて相手に教えてあげることによって、相

手は「そうなのか」と。「本当はこうさせてあげた

いんだけれども、でも今はここはこうだからだめ

なんだってさ」というような、そんな立場の人間

がいると、もう少し皆さん方が自由なまちづくり

も川づくりも何でもないんですよ。 
 とにかく楽しく、もっと言うと、下世話で申し

わけないけれども、儲かる仕組みを考えると、多

分皆さん長続きできるんです。行政はとかく公共

事業という形なので、あまり最後まで面倒見ずに、

怒られるな。つくりっぱなしみたいなところがあ

るんです。あと維持管理は民間の方にお任せとか、

いろいろなことが考えられる中で、それは多分皆

さんの税金なので、経営意識もないから、怒られ

ますけれども、ないからそういう発言ができるん

ですけれども、もし皆さん方がそこで投資をして

商売をするとなったら、やはりいろいろなリスク

は考えると思うんですよね。そのリスクは、１年

で取り戻せるリスクもあれば、３年越しで長い目

を見た中で必ずこれは商機が来ると思う、そんな

展開もあると思うので、そこは無理強いも、我々

行政の立場であれば、無理強いはさせられません

し、なおかつ、やってもらっている方もすぐウハ

ウハで儲かるということはないと思います。 
 そこの度合いをうまく拾って、拾うという言い

方も失礼なのかも、一緒に取り組んであげられる

かというところもあって、ちょっと１個愚痴を言

うと、ミズベリング、一括占用、新潟市がとりあえ

ず全部借りていて、また貸しをしているという形

でスノーピークさんとか出店者の方にさせている

んですね。そうすると、出店者の方は、思いつきじ

ゃないんでしょうけれども、こんなイベントをや

りたいという話をしたときに、大体２週間ぐらい

前ですよね。１週間とか３週間ぐらいですよね。

許可おろすのにね。３日ぐらい前に持ってくるん

ですよ、それを。広報は、自分たちのネットワーク

で既にもう日付ありきで動いているので、そこで

３日後のイベントをこの河川管理者に市が頭を下

げてと言ってくるんですよ。「すみません、お願い

します」って。それは、「うちはそのイベントわか

らないから、じゃスノーピークさん自分で話をし

てよ」と言うと、河川課の人は嫌がるんです。市に

貸しているんだから、市が説明しろって。それで、

我々がその主催者からこんな話で実はこれこれこ

ういうイベントでこうだという話をしても、ちょ

っと我々がまた聞きで「ん、またじゃあそれは折

り返し電話します」と言うと、また不安に感じて、

またその許可がまた延びるんです。そんなことを

やっている板挟みの市町村ってなかなかなくて、

でも後でちょっとフォローあると思うんですけれ

ども、管理者の現状ってそうなんです。 
 ですので、やはりその民間、民間って言い方は

失礼だから、私もあまりそんな言い方はしたくな

いんですけれども、いわゆる発想のスピードとい

うのは、我々行政側が思っているスピードのはる

かに上を行っているので、皆さんの思い立ったこ

とを「よおし、わかった。じゃ、やるためにはどの

法律のどれで」とのらりくらりやっていると、す

ぐその活きのいいアイデアは腐ってしまいますの

で、そこのスピード感を我々行政側も酌んで一緒

のスピード感を持つというのが、多分かわまちづ

くりと関係なく、これからのまちづくりが一緒に

かかわっていく、これ使命なのかなと思います。 
 だから、ノリがいいからとか、あの課長何でも

うんうんと言うよということでもなくて、そうい

うふうにやりたいなと思うような部分を、どこで
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拾うのかな。ちょっとわかりませんけれども、そ

んな感じでできるだけ早いスピード感を持って対

応してあげているという部分なので、川だろうが、

町だろうが、町内会の活動でも何でもいいんです

よ。とにかくそこの一歩の活躍できる場所がたま

たま川であったり、どこかの町の広場であったり、

どこかであって、皆さんが何かをしたいというこ

とは、別に場所に関係なくどこでもやればいいと

思いますので、その窓口的なものに今みたいな、

ぶっきらぼうでも何でもいいんですけれども、相

談に乗ってくれる人というのは、多分どこの役所

でも必ずいると思うので、ただ、手を挙げて「私で

す」というのは、役所は言わないんですよ。仕事が

増えるから。だから、言わないんですけれども、で

もあの人だったらちゃんと答えてくれるなみたい

な部分は、必ず市役所でもどこでもいますので、

その方をうまく引っ張り出してあげるとおもしろ

いことが皆さんの中でできるんじゃないかなと思

います。 
 別に市役所じゃなくて、まちづくり部署じゃな

くてもそうです。観光だったり、福祉だったり、必

ずおもしろくてそういうふうなところを拾ってあ

げられる人材というのは必ずいるので、そこはど

この部署でもいるんです、必ず。ただ、それを表面

だって言える場所がなかったり、スポットライト

が当ててあげられなかったりするので、埋もれて

しまって、２年、３年でまた次の場所、次の場所と

異動するんですけれども、必ず行った場所、場所

で人は仕事がついていきますので、必ず何かある

と思います。そんなところのパートナーシップを

まずつなぐということが一歩なのかなと、すごく

俺、庄子先生の前で生意気なことを言っています

けれども、というふうに思います。 
 
【平山】 ありがとうございます。 
 それでは、所長、今のご意見に対してのコメン

トがあれば。 
 

【高橋】 そうですね。確かにうちも

川を管理しているというのは「無理を

せないかん」というのがあって、そこ

でお貸しするのは全く大丈夫だと思うんですね。

要は河川法とかそういう行政法というか、何か洪

水で堤防壊れたときに、「じゃ誰のせいなの」とい

うのがちゃんとわかるような仕組みになっている

ところだったり、そこで従来１００年、一生懸命

ひどいことも言ってきたのかなという感じはある

んですよね。 
 ただ、最近は、そこはある程度「心が愉快」とい

うか、根っこのところはあまり変わらないかもし

れないんですけれども、確かに川というのは洪水

から守ったり、水道の水を運んだり、魚が棲んだ

りとかという機能と、プラスそのふだん使っても

らったり、今だともっと緩くなって「商売に使っ

てもらってもいいですよ」みたいになってきてい

るので、次長さんがおっしゃったように、別に川

じゃなくても道路でも何でもいいと思うんですけ

れども、そこにインフラがあるというのを皆さん、

要は地域に元気になってもらうというか、町がず

っと栄えていくために使えるということであれば、

「は使っていいでしょう」というふうに最近なり

ましたので、ぜひ、「どう使うか」というのはうち

のほうもよくアイデアがないので、そこは皆さん

で考えて、新潟の先進事例とかも参考にしていき

ながら、後藤社長のすばらしいアイデアとかもあ

ると思うんですけれども、ぜひそういうことで使

っていただけば、大概のことはできると思うんで

すよ。 
 そのために今回広場をつくったというのが、市

さんもですけれども、つくられたということもあ

るので、あそこの部分についてはですね、ぜひそ

れは本当にいろいろ考えていただいて、「地域のた
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め」あるいは「自分のご商売」でもいいのかもしれ

ませんが、多分商売して儲ける方以外にそれを利

用される方も便益を享受されるということで、お

客さんが満足を得られることになって、市民が満

足を得られるようになればいいと思ってやられる

と思います。そういうことをぜひアイデアを出し

ていただいて、「川をこういうふうに使いたいんだ

けれど」と言ったら、基本的には穴を掘ったりと

か、何か削ったりとか、杭を打ち込んだりとか、そ

ういうふうなことをしなければ大体は大丈夫と思

うので、そこはぜひ逆にアイデアを考えていただ

いて、使っていただければと思います。 
 そこは本当に我々もここ二、三十年の中でだん

だん意識が、我々というか、その河川管理者とし

て意識が変わってきて、本当に「川の上で商売し

ていてもいいですよ」、手続を踏めば商売していい

というようなことになっているんですね。そうい

う意識を持っていただければというふうに思って

おります。 
 まさに、そのことで私も説明の中でちらちらと

は申し上げたんですが、なかなかそこをまちづく

りまで広げてうちで全部考えるというのは無理な

のかもしれません。ただ、それを庄子先生がおっ

しゃった小プレーヤーか大プレーヤーがいいのか

もしれませんが、例えば総合的に考えてくれる、

あるいは川の上だけでもいいですが、考えてもら

うためには、特にうちは無理なものはまだない、

ハードウエアはまだないので、そこをまさにいろ

いろな試行をしてまいりながら、それは商売とし

ての試行もあるでしょうし、河川法との絡みで「こ

こまでできる」、「どこまで行けるんだ」とかとい

うふうな試行を含めてだと思うんですけれども、

いろいろなこと、小さいことからイベント力とい

うのになるかと思います。そういうのをやっても

らいながら、だんだんとじゃあ未来の旧北上川と

町が皆さんの意識の中でどうなっていくのかとい

うのを探り、探りいくのかなというふうには思っ

ています。とにかくうちもまだ窓口になりきれて

いないという状況は本当に申しわけないという感

じでいたんですが、何でも相談をしていただけれ

ば、一緒に考えていきたいと思っております。以

上でございます。 
 

【平山】 大変お答えしづらい問題を

お聞きして、申しわけありませんでし

た。 
 大概のことはできるとおっしゃったので、安心

はしていますが、昨年所長もお出になったと思い

ますが、盛岡でやったシンポジウムで、リバフロ

の金尾理事長は、河川管理者はもっと大胆になれ

という檄を飛ばしていましたので、柔軟な運用を

ぜひお願いしたいと思います。それだけつけ加え

させてもらいまして、ここまできょう答えていた

だいたのは感謝いたしております。 
 
～ 流域各地域との広域連携による石巻の活性化 ～ 
 
【平山】 それでは、時間が少し押していますの

で、次の問題に入りたいと思いますが、次は川を

使った広域連携というか、上下流交流を石巻を中

心にしてやってみたらということで、ご意見をパ

ネリストの皆さんからいただきたいと思いますが、

一つ最初に提案を阿部さんのほうからしていただ

きまして、それを中心にご議論いただきたいと思

います。 それでは、阿部さん、よろしくお願いし

ます。 
【阿部】 盛岡、南部藩には宮古港って

あるんですけれども、盛岡には海に通

じる川というと北上川。やはり内陸に

いると、海があこがれます。盛岡から北上川を下

って太平洋へと考えたわけでございます。先ほど

の話で言えば、まだ盛岡の間でも川下りできない
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のに、またほらみたいなことを言ってと思われる

かもしれませんけれども、いずれは夢として盛岡

から太平洋までつなぎたいと、そういう夢を持っ

ております。なかなか木の舟では大変でしょうか

ら、仮にボートでも連携しながら、何日間かかか

るわけですから、盛岡から次、北上まで、その北上

のところで旅館とか世話をしたり、宿泊の世話と

か、それから町の見学とか、食とか、そういうのを

含めていただくとか、そしてまた次の地点にリレ

ーするとか、そういうことで何かこの地域の活性

化ができるのかななんて考えておりました。 
 そういうことで話をしておりますと、いろいろ

な方から資料を頂戴いたしますけれども、これも

盛岡から石巻までつないだら、どういう形になる

かということの資料を頂戴いたしております。現

代、そして藩政時代はこうだったというのが示さ

れている資料でございます。 
 そのほかにも資料をいただいておりますが、実

はもう太平洋に行っているということがあるんで

すね。ここに出ていましたけれども、この資料の

中に太平洋まで行っているというふうな資料がご

ざいました。１つは、北上川流域連携号で北上か

ら石巻まで往復２７０キロ、これを２００３年に

行っておりました。また、こちらの資料を見ます

と、盛岡からディズニーランド、ディズニーラン

ドに行こうというのがもうありました。もうこの

キャッチフレーズで１９９７年、２年を費やして

７８０キロの川の大調査、これ東日本水海路構想

舟運可能性調査研究会、携わった方が５４５人の

方が携わって、これが何と平山先生が行っていた

んですよね。盛岡からディズニーランドまでとい

うことで、もう調査しておるみたいです。 
 そのほかに、こういう新聞記事も見せていただ

きました。これ、北上の連携号みたいですけれど

も、これ、２００１年ですね。元旦の河北新報の新

聞みたいでございますけれども、 

これに取り上げられておりますけれども、この中

にすばらしい文言があったもので、ちょっとこち

らの右側のものを抜粋してみたんですけれども、

この中にこういう言葉が入っているんです。「藩、

県、市町村、川はそんな人間社会のつくった際を

軽々と超えて、長い交流の歴史を刻む。自由な交

流を阻害している社会的壁や人間の凝り固まった
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意識を一旦壊してみる際崩し。そして、開かれた

関係の中で新しい地域の個性を発見していく際立

ち。もはや利便性、効率性、何でも東京の時代では

ない。一度立ち止まって、地域、地域の多様な価値

を見直してみよう。連携の主人公は、お上ではな

く私たちだ。」これ、平田船、北上川広域連携号の

検証実行委員長の軽石 昇委員長さんがお話しし

た言葉です。 
 もう１つ、この先ほどの冊子の中にありました。

この平山先生のつくった冊子の中にあったんです

けれども、「新しい国土づくりには、地域間の新し

い交流を起こし、地域がそれぞれの特性に応じた

適切な役割を担い、相互に完結・連携し合うこと

で、地域の活性力を、活力を高めていくことが望

まれます」ということで、これは平山先生のコメ

ントでございましたけれども、こういうように読

んでいくと、みんなこの地域をつくろうとしてい

る同じ同士なんだなと。地域の価値を取り戻す必

要性、新しい交流が地域づくりには必要なんだ、

などなど、この文章を読ませていただいて、太平

洋への連携はできたような気がいたします。 
 以前に、私ども北上川の舟っこの調査として、

四十四田ダムから盛岡駅前までの短い距離なんで

すけれども、ボートで下ったんですよ。平山先生

も一緒に下ったんですけれども、そのとき、うち

のかみさんが、後で焼き肉パーティーしましょう

と焼き肉焼いて待っていたんですけれども、その

とき、こういうことを言ったんですよ。「川から帰

ってきたときのみんなの顔は、まるで少年が目を

きらきらして子供のような笑顔だった」と言った。

川というやはりそれが力なんでしょうね。その川

という大自然は、やはり人間を純粋にしてくれる。

川でつながって、舟を媒体としながらも、地域を

思う、そんな同じ志の皆さんと交流できたことに

感謝を申し上げます。 
 

【平山】 ありがとうございます。 
 １カ所でやっているのも大変なので、これを結

ぶとなると、またものすごく大変なエネルギーを

費やすと思いますが、そういうことも含めて皆さ

んから余り時間がないので一言ずつお願いをした

いと思いますが、まず後藤会長さん、ございます

でしょうか。 
 

【後藤】 広域連携という、広域連携

というのはいろいろなところで使われ

る言葉ですけれども、一番難しいのは

人が欲しいんですね。プレーヤーがほしいです。

先ほど庄子先生のほうからも話が出ていましたが、

本当にもういっぱい、いっぱいですね。今の被災

地の老いも若きも、私ちょうどきのう還暦だった

ので、きょうから老いのほうに入りますけれども、

本当にもういっぱい、いっぱいだと思います。そ

れで、苅谷君のような新しい若者がこうやって石

巻に参画してくれて、彼は石巻で家を買って今住

んで頑張ってくれているわけですが、こういう人

たちがもう本当にあと二、三十人いたら、石巻は

もっと元気になるんだろうというふうにひたすら

願っているところです。 
 きょうも会場に若い方が結構いらっしゃいます

ので、ぜひぜひご参画をいただければ、窓口は石

巻観光協会で受け付けていますので、いつでも結

構ですからご連絡を頂戴したいというふうに思っ

ております。 
 広域連携というところですけれども、我々はい

ろいろなところと広域でつながっております。先

ほどの資料でも、山口県の萩市の事例も載ってい

ましたが、萩とも石巻は友好都市に震災後なりま

した。私ども観光協会では、山形の米沢、それから

秋田県の湯沢と友好観光協会を結びながらいろい

ろな交流事業もやっております。震災後できたご

縁としては、伊勢神宮がある伊勢市、それから沖
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縄の大宜味村とか、あるいは長崎とか、もういろ

いろなところと交流させていただいておりますが、

広域連携というのはとても重要なんですね。その

中で、ただ、今回の広域連携というのは北上川で

すから、もう川というものでずっとつながってい

るというところが今までの広域連携とは違うとい

うところだと思います。それが多分先ほど舟でず

っと下ってみたいという大変ありがたいお話を頂

戴しました。 
 ぜひ私も大分前に、やったことはないですが、

テレビで見たのは、カナダのユーコン川という大

河、カナダを代表する大河がございますね。こち

らはたしか４００キロ弱ぐらいの舟下り、３００

数十キロだと思いますが、舟下りをたしか６日間

ぐらいかけてやるんですね。その６日間というこ

とは、要は５泊するわけです。そうすると、川沿い

には川の駅ならぬ川のキャンプ場みたいなのが小

さいスペースですけれどもそういうのが川沿いに

整備されていて、そこにカヌーをつけて、そこで

バーベキューしながら食事をして、一晩テントを

張って過ごすということで、大自然の中で熊に襲

われる危険があるというところですから、そうい

った部分で非常にどこでもキャンプできるという

ところではないようですけれども、非常に雄大な

自然の中で川下りをしていくということが、じゃ

あこの東北でできるかというと、もうほとんどこ

れは開発をされているところが途中にたくさんご

ざいますから、ただ川というものがつながってい

て、川で２泊なり３泊なりをしながら下っていく

というのは可能性としてはおもしろいのではない

かなというふうに思っております。 
 その中で、私どもが観光協会ともう一つお預か

りしている広域観光をするチームがあるんですけ

れども、そちらのほうでは今サイクルツーリズム

ということで、自転車を使って広域観光をしまし

ょうということを今やっております。今年から本

格的に始めて、ヤフーさんが多くの方ご存じだと

思いますが、ツール・ド・東北ということで震災後

石巻から気仙沼までのルートで自転車を走らせて

いただいておりますけれども、それを通年型でや

っていこうということで、今年からトライアルを

開始したところです。「目指せ しまなみ」にキャ

ッチアップということですね。やり始めておりま

す。 
 そういうところで、川と自転車というのは、私

は可能性はあるんだろうというふうに思っていま

す。そのカナダで川下りをしているカヌーに自転

車をばらして積んでいるという光景も見たことが

ございますので、そういうふうなことができれば、

もしかすると川を下りながら少しフルトライアル

できそうなところがあれば、ひたすらそれを自転

車で上ってみるとか、下ってみるとか、そういう

ふうなことももしかするとできるのかもしれませ

ん。そういった可能性というものを少し時間をか

けて環境を醸成していくというのは、一つのやり

方なのかなということで、私も盛岡には結構縁が

ありますので、ぜひ盛岡とこの北上川というのを

つないでみれたらおもしろいなというふうに切に

願っております。 
 
【平山】 はい。励ましのお言葉、ありがとうござ

います。 
 それでは、次に、若手として期待されていまし

た苅谷さん、よろしくお願いします。 
 

【苅谷】 頑張りたいと思います。 
 広域連携という話で思うところは、

連携する意義、石巻にない資源を盛岡

さんは持っている。それを補完し合って一緒にや

っていきましょうという考え方は、非常にまちづ

くりにおいても、大事なことだと思うんですけれ

ども、ただ、ふとじゃあ日常で例えばですよ。じゃ
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観光協会さんと街づくりまんぼうさんで連携して

やりましょうよと言って、連携したためしはあま

りないというか。例えばです。 
 だから、どういうふうにきっかけをつくってい

くかということが非常に大事だと思っていまして、

二つぐらいあるんじゃないかと思っていまして、

一つは、先ほどご提案されたような、何かこれを

やりたいと思っている人たちに興味を持ってもら

えるかどうか。先ほどの舟のお話、すごくおもし

ろかったですし、例えば最初は石巻の歴史につい

て、佐々木先生のお話、僕非常に興味深く楽しく

聞かせていただいた。石巻だけでああいった、い

わゆるミステリーというか、ブラタモリみたいな

話があって、上流から下に下っていく間にそれぞ

れのそういうミステリーを聞くことがその舟の中

でできたらば、ある人にとってはすごくおもしろ

い、ある人にとっては非常につらい話かもしれな

いけれども、僕はすごく楽しいだろうなと思って

考えました。 
 もう一つは、やはりそこの地域で活動している

人、あるいはそれをやろうと思っている人がどれ

だけ魅力的であるか。この人と一緒にやりたいと

思ってもらえるかどうかが多分一番重要だと思っ

ています。新潟のお話、やすらぎ堤の話をずっと

聞かせていただいて、やすらぎ堤の話は大変興味

深いし、参考になる部分もあったんですが、それ

以上に鈴木さんという方が非常に魅力的で、「あ、

この方と一緒に仕事ができるといいな」と思った

りもして、そういった方がそれぞれの組織なり、

団体にいることで、おのずと連携って進んでいく

んじゃないかなと思います。 
 だから、人材育成の話もされていましたけれど

も、若い人だけじゃなくて、今仕事をされている

方々がやはり自分をどう魅力的にしていくかみた

いなことも、いずれその連携につながっていく大

事なポイントかなと思って聞かせていただきまし

た。 
 
【平山】 やはり人のネットワークですよね。そ

れは大切だなと思います。 
 それでは、庄子先生、お願いします。 
 

【庄子】 広域観光は非常に難しいで

すね。難しいなと思うところがあるん

ですけれども、やはり観光という視点

から言うと、観光客から見ると、行政区域の区分

とか、全く関係ないんですよね。その地、そのどこ

どこに行きたいとか、今で言うと例えば北上川の

歴史とかってキーワードだったら、それに基づい

てその人の中でイメージがつくられるんですね。

そこがやはり逆に言うと連携していないとという

か、うまく観光資源とかを組み合わせて、いろい

ろな観光商品として提供されていないと、やはり

魅力的な観光地にはならないんじゃないかなとい

うふうに思っていて、そういう意味では、北上川

というのを切り口に観光資源というのを提供して

いくというのであれば、北上川でじゃあ石巻だけ

イメージする人なんていませんから、広域観光が

必要か、できるかできないかじゃなくて、やらざ

るを得ないんじゃないかなというふうに私自身は

考えています。 
 ただ、実際やろうとすると、じゃどこが音頭を

取るのみたいな、地域間競争みたいな問題がある

ので、そこはやはり一つクリアしていかなければ

いけないのかなと思うのと、実際にそういうのを

クリアしていってやるとなると、ものすごい長い

年月がかかってしまうので、やはりこれやれると

ころからやっていくというのが一つ大事なのかな

と思います。 
 ただ、太平洋までに通すというのは、夢として

とてもいいことだと思いますし、実際あったらと

ても魅力的な商品になると思うんですね。だから、



~ 64 ~ 
 

もしそれができないのであれば、できる地点から

ちょっとずつつなげていくみたいな、そうやって

できる地点からつなげていくと、その短い地点間

でまた交流とか、その小さい地点間だけの商品み

たいなものもでき上がっていくと、四国のお遍路

じゃないですけれども、お遍路とかも１回で全部

８８カ所めぐる人って、なかなかいないですよね。

分けて人生で踏破していくというか、そういう感

じのやり方でも、この指とまれ方式とかってよく

観光でも言うんですけれども、そういう感じでや

っていったら、もしかしたらみんな過半数の人、

地域が指にとまると、みんなその後とまってくる

と思うので、楽しんで進めていくのも手なんじゃ

ないかなというふうに思いました。 
【平山】 ありがとうございました。 
 全般的に前向きな反応をいただいたと思います

けれども、やはりもう少しいろいろなことを調べ

ることも必要でしょうし、仲間を増やしていくこ

とも必要だと思いますので、そういうことを踏ま

えながら今後進めてまいりたいなと思います。 
 

～ 会場との意見交換 ～ 
 

 それでは、時間がもう５分ぐらいしかありませ

んので、鈴木さんと高橋所長に最後にコメントを

いただきますけれども、その前に会場から３分ぐ

らい時間とりまして、何か会場のほうでご質問や

ら賛成なり反対なり、いろいろなご意見あろうか

と思いますので、それをいただきたいと思います

が、いかがでしょうか。どうぞ遠慮なくご意見あ

りましたらお願いしたいと思いますが、いかがで

すか。 
【長田（質問者）】 それでは、新潟市

の鈴木次長に少しお伺いをしたいと思

います。 
 信濃川のやすらぎ堤のかわまちづくりの取り組

み、大変興味深く聞かせていただきました。ただ、

非常に成功例だと思うんですけれども、一方で非

常に苦労した点だったりとか、うまくいかなかっ

たような点だったりとか、そういったことがあれ

ば教えていただければと思います。 
 

【鈴木】 質問ありがとうございます。 
 苦労した点ですね。いや、私、いま

だにうまくいったとは思っていない

んですけれども、周りの方がそういうふうに言わ

れて、ぜひと言われるので、「ああ、これいってる

のかな」という感じしかないです。一番苦労して

つらいのは、天気です。本当にこれは水物と言わ

れる名前のとおり、天気です。警報が来たりとい

うのは当然できませんけれども、何とかの長雨だ

とか、それから猛暑とか、酷暑なんていう言葉も

あったぐらいで、３６度とかあるうちに、昼間３

６度の日中に、その夕方川で飲みたいと思います

か。やはり涼しいところに行きたいですよね。そ

れぐらいやはり天気があって、長雨みたいな部分

もあると、やはりそこが浮き沈みあって、やはり

うまく循環いかないということで、私は天気です

ね。それ以外はあまりうまくいっていると思って

いないので、引き続きあそこで損しない仕組みを

皆さんと一緒に考えたいと思っております。以上

です。 
 
【長田】 ありがとうございました。 
 
【平山】 よろしいですか。それでは、ございませ

んか。 
 それでは、鈴木さんにもう一回、我々に対する

励ましの言葉をひとついただきたいと思います。 
 
【鈴木】 励ましですか。そうですね。きょう、午

前中のうちに石巻の現場とかを見させていただき
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ました。いろいろな可能性を持っている場所だと

も思いますし、また、観光客じゃない多分魅力が

あると思うので、そこの石巻らしさみたいな部分

をうまく堤防だとか、別に外飲みしろと言ってい

るわけじゃないですよ。堤防とか、そういうもの

をベースに活用するというのが、多分石巻らしさ

みたいなのになると思うので、私どもも新潟らし

さと言われても何がらしさか全然わからないんで

すけれども、何かうまく活用していくところは、

誰かのまねをして成功するパターンと、誰かのを

参考にちょっと工夫するほうが多分伸びるんです

よ。そこということのほうが大事だと思うので、

ぜひ何年後かわかりませんが、あの堤防ができ上

がって昼も夜も賑わっていることを祈念いたしま

して、最後のご挨拶を申し上げます。 
 
【平山】 ありがとうございます。 
 それでは、高橋さん、お願いします。 
 

【高橋】 すみません。きょうはアド

バイザーということでしたが、どうも

おこがましくて申しわけなかったです。

皆さんの話を伺って、やはり本当にフィールドと

いうか現場がどんどん変わっている状況で、特に

石巻市民の皆さんには一度やはり川の意識が数十

年のスパンで遠のいていっている今状況だと思う

ので、「さあ、どうしましょう」と言ってもなかな

かぱっと頭に浮かんでこられないんだと思うので、

うちのＰＲが不足しているというのもあるのかも

しれません。ぜひ川に関心を持っていただいて、

今どうなっているのかなと、自分にとってここは

どういうふうな生活の場なのかなとか、自分にと

って何なのかなとか、気持ちいいとか、何か汚い

とか、臭いとか、何かあったりとかですね、そうい

うちょっと川に向き合っていただくことを特に市

民の皆さんとか、いろいろな事業者の皆さん含め

てやっていただければ、またアイデアも出てきて、

「どうしたい」とか、「じゃうちのほう」でとかい

ろいろ出るかと。まずはそこから、うちはもう一

生懸命ＰＲしたいと思うので、よろしくお願いし

たいと思います。 
 
【平山】 どうもありがとうございます。（「平山

先生。ちょっと一言いいですか」の声あり）はい。

一言。どうぞ。 
 

【新井（質問者）】 北上川の岩手と宮

城の間に、水辺プラザがつくられてあ

るのよ。その水辺プラザをこの舟運を

もしやるのであれば、どういうふうに２０年前つ

くって現在どういうふうになって、どう活用して

いったらいいのか、それをまずやる必要性がある

と思うよ。どうぞ、あのころ平山先生が一生懸命

やった地域連携交流会の事業の大きな柱として水

辺プラザができ上がってきたと思うのよ。だから、

思い切ってそういうこと、岩手の舟っこ会の会長

の阿部さんね、内容をよく聞いていただいて、そ

ういう状況の場所をもう一度活用できるようにし

ましょうと。何か目標を持っていないと、実現す

るのは不可能ですよ。新しいことばかりいろいろ

話は出ているけれどもね、古い歴史の一つ、平山

先生が一生懸命やった歴史のことを再確認しまし

ょうと。川下りしながら、ひとつよろしくお願い

します。 
 
【平山】 非常に前向きなご意見、ありがとうご

ざいました。 
 １３カ所、盛岡から石巻まで水辺プラザとなっ

て、船着き場なんかがあるんです。我々も平成２

２年度にみちのく国づくり支援事業というのが採

択されまして、北上川の舟運基礎調査というのを

やって、平泉から登米まで航路を調べたことがあ
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りました。そのときは余り気がつかなかったんで

すが、最近話を聞くと、旧北に入って非常に浅く

なって、ゆはずという岩手河川国道事務所で持っ

ている舟がありますが、なかなか航行できないよ

うなところもあるようなので、そういうのをもう

１回調べ直さないと具体的な行動はできないなと

思っています。 
 新井さんがそうやっていただきましたように、

鋭意そういうことに取り組んでまいりたいと思い

ますので、今後ともよろしくご協力をお願いした

いと思います。ありがとうございました。 
 ほかに何かございませんですか。 
 
 それでは、時間ちょうどになりましたので、こ

れで終わりたいと思いますけれども、パネリスト

の皆さん、何か最後に一言というのはございませ

んですか。よろしいですか。はい。 
 

～ まとめ ～ 
 
 それでは、終わらせていただきますが、石巻で

は川を使ったまちづくりを、一生懸命やっている

ところです。かわまちづくり支援事業とミズベリ

ングプロジェクトを組み合わせて進めていますが、

最近は集中して両者がうまくドッキングしながら

進んでいるように見受けられました。行政のほう

も先ほど高橋所長からお話ありましたように、可

能な限りご支援をしていただけるということなの

で、非常に心強く思っています。ぜひ、いい水辺を

使ったまちづくりをお願いしたいなと期待をして

いるところでございます。 
 盛岡と石巻を結ぶ舟運の件は、プレーヤーも必

要ですし、もう少し調べないと具体化できないと

いうこともありますので、その線で今後鋭意努力

してまいりたいと思っております。 
 きょうは本当に我々にとっても元気づけられる

シンポジウムになりました。パネラーの皆様、そ

して会場の皆様、本当にありがとうございました。

これからもどうぞよろしくお願いいたします。き

ょうはありがとうございました。 
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